国家形成の指標と日本古代史における画期 by 川口 勝康
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
川
口
勝
康
一
英
雄
時
代
論
と
画
期
と
し
て
の
継
体
・
欽
明
朝
戦
前
に
筆
禍
を
被
っ
た
津
田
左
右
吉
の
一
連
の
記
紀
批
判
が
敗
戦
後
の
一
九
四
八
年
に
『日
本
古
典
の
研
究
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
津
田
の
記
紀
批
判
の
内
容
を
略
述
す
れ
ば
、
①
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
も
と
と
な
っ
た
帝
紀
・
旧
辞
な
る
も
の
は
継
体
・
欽
明
朝
の
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
②
記
紀
に
対
す
る
内
的
な
文
献
批
判
か
ら
仲
哀
以
前
の
記
載
は
史
実
を
伝
え
た
も
の
と
は
で
き
な
い
と
す
る
(逆
に
応
神
以
降
の
記
載
に
つ
い
て
は
消
極
的
に
肯
定
し
た
こ
と
に
な
る
)。
戦
後
の
日
本
古
代
王
権
・
国
家
史
研
究
は
津
田
の
帝
紀
・
旧
辞
成
立
論
に
支
え
ら
れ
た
、
応
神
以
降
の
記
紀
の
記
載
に
対
す
る
信
憲
性
の
上
に
構
築
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
同
じ
一
九
四
八
年
に
は
戦
後
の
王
権
・
国
家
史
研
究
を
代
表
す
る
二
つ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
津
田
が
認
め
た
応
神
以
降
の
記
載
の
信
愚
性
に
対
応
し
て
、
倭
の
五
王
に
関
す
る
同
時
代
の
外
的
史
料
に
よ
っ
て
応
神
以
降
の
実
在
性
を
論
じ
て
戦
後
の
応
神
王
朝
論
を
定
礎
し
た
と
い
え
る
の
が
前
田
直
典
「応
神
天
皇
朝
と
い
ふ
時
代
」
で
あ
る
(『オ
リ
エ
ン
タ
リ
カ
』
一
)。
同
時
代
の
外
的
史
料
に
よ
る
記
紀
の
史
料
批
判
の
方
法
は
、
こ
の
後
、
一
九
五
六
年
の
井
上
光
貞
「帝
紀
か
ら
み
た
葛
城
氏
」
(『古
事
記
大
成
』
)
に
結
実
す
る
。
一
方
、
津
田
が
帝
紀
・
旧
辞
の
成
立
期
と
し
た
継
体
・
欽
明
朝
の
王
権
・
国
家
史
に
お
け
る
画
期
性
を
提
起
し
た
論
考
が
石
母
田
正
「古
代
貴
族
の
英
雄
時
代
」
で
あ
る
(
『論
集
史
学
』
)。
①
世
界
史
の
基
本
法
則
(発
展
段
階
説
)
が
日
本
史
に
も
貫
徹
す
る
と
の
立
場
か
ら
、
原
始
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
三
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
四
社
会
か
ら
奴
隷
制
社
会
・
国
家
へ
の
過
渡
期
と
し
て
の
英
雄
時
代
を
日
本
の
古
代
に
認
め
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
②
唯
物
史
観
(社
会
構
成
体
論
)
の
立
場
か
ら
上
部
構
造
の
文
学
作
品
を
も
豊
か
に
論
じ
う
る
方
法
的
事
例
と
し
て
英
雄
叙
事
詩
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
③
記
紀
を
扱
う
以
上
は
津
田
の
記
紀
批
判
の
成
果
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
批
判
的
継
承
を
試
み
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
周
知
の
英
雄
三
類
型
の
設
定
は
ル
カ
ー
チ
の
『小
説
の
理
論
』
に
倣
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
神
武
を
散
文
的
英
雄
と
規
定
す
る
の
は
、
津
田
の
い
わ
ば
散
文
的
な
記
紀
批
判
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
散
文
的
英
雄
"
神
武
の
対
極
と
し
て
倭
建
を
浪
漫
的
英
雄
と
す
る
の
は
、
久
米
歌
を
日
本
古
代
に
お
け
る
英
雄
叙
事
詩
と
み
る
国
文
学
の
高
木
市
之
助
の
浪
漫
的
な
所
論
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
散
文
的
と
浪
漫
的
の
両
類
型
の
造
型
は
専
制
化
し
た
六
世
紀
以
降
の
所
産
と
し
て
、
そ
の
か
な
た
の
五
世
紀
以
前
に
叙
事
詩
的
英
雄
(1
英
雄
時
代
)
を
想
定
し
た
石
母
田
の
英
雄
時
代
論
に
お
い
て
は
当
然
な
が
ら
、
日
本
の
国
家
形
成
は
六
世
紀
以
降
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
日
本
の
古
代
国
家
形
成
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
英
雄
時
代
論
か
ら
継
承
す
べ
き
は
六
世
紀
を
画
期
と
す
る
二
段
階
論
で
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
先
ず
も
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
九
四
八
年
に
提
起
さ
れ
た
石
母
田
の
英
雄
時
代
論
は
以
後
、
二
つ
の
次
元
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
を
歴
研
大
会
報
告
の
共
通
テ
ー
マ
で
確
認
す
れ
ば
、
一
九
四
九
年
は
「世
界
史
の
基
本
法
則
」
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
は
「国
家
権
力
の
諸
段
階
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
本
来
の
英
雄
時
代
論
が
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
一
年
に
「歴
史
に
お
け
る
民
族
の
問
題
」
が
提
起
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
「民
族
の
文
化
に
つ
い
て
」
と
な
る
。
つ
ま
り
各
時
代
に
お
け
る
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
民
族
の
英
雄
と
文
化
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
筆
を
省
か
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
「歴
史
と
民
族
の
発
見
」
以
後
の
英
雄
時
代
論
は
、
提
起
者
の
石
母
田
自
身
に
お
い
て
如
何
に
継
承
・発
展
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
の
石
母
田
の
叙
事
詩
的
英
雄
の
追
究
作
業
は
、
風
土
記
に
散
見
さ
れ
る
大
国
主
な
ど
の
英
雄
神
の
分
析
を
通
じ
て
ク
ニ
の
発
見
と
な
り
(『日
本
古
代
国
家
論
』
第
二
部
に
収
録
さ
れ
た
国
引
き
詞
章
の
分
析
な
ど
の
諸
論
考
)
、
そ
の
延
長
線
上
に
在
地
首
長
制
論
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
筆
者
は
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
民
族
と
帝
国
主
義
の
問
題
に
お
い
て
も
、
「古
代
民
族
形
成
の
一
契
機
と
し
て
の
国
土
観
念
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
(
一
九
五
一
年
の
歴
研
月
報
一
〇
)。
英
雄
の
三
類
型
説
と
同
様
に
「三
つ
の
類
型
の
国
土
観
念
」
が
設
定
さ
れ
、
ク
ニ
ー-
部
族
国
家
的
、
オ
ホ
ヤ
シ
マ
グ
ニ
ー-
古
代
国
家
的
、
天
下
1
古
代
帝
国
的
と
し
て
発
展
段
階
的
に
理
解
さ
れ
る
(最
後
の
「古
代
帝
国
的
な
国
土
観
念
」
は
一
九
七
二
年
の
「古
代
に
お
け
る
帝
国
主
義
」
と
し
て
全
面
展
開
さ
れ
た
)。
こ
の
よ
う
な
石
母
田
に
お
け
る
民
族
と
帝
国
主
義
の
問
題
関
心
は
、
そ
の
後
の
東
ア
ジ
ア
世
界
論
や
冊
封
体
制
論
と
の
関
連
の
中
で
、
「国
家
成
立
史
に
お
け
る
国
際
的
契
機
」
論
と
な
っ
た
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
以
上
を
要
す
る
に
筆
者
は
「歴
史
と
民
族
の
発
見
」
を
「在
地
首
長
制
と
国
際
的
契
機
の
発
見
」
と
し
て
読
み
か
え
、
こ
の
二
つ
の
視
角
・
論
点
に
よ
っ
て
本
来
の
英
雄
時
代
論
が
想
定
し
た
国
家
形
成
の
二
段
階
把
握
を
具
体
化
し
た
い
と
思
う
。
国
家
の
指
標
に
よ
る
日
本
古
代
史
の
段
階
区
分
を
石
母
田
が
試
み
た
一
九
六
二
年
の
「古
代
史
概
説
」
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
指
標
は
、
①
階
級
支
配
を
前
提
に
し
て
、
②
(権
威
と
超
越
性
を
も
つ
)
公
権
力
、
③
強
制
機
構
、
④
租
税
、
⑤
人
民
の
地
域
的
編
成
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
国
家
論
と
し
て
①
の
階
級
支
配
の
前
提
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
い
か
な
る
階
級
支
配
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
後
の
在
地
首
長
制
の
生
産
関
係
(総
体
的
奴
隷
制
)
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
(そ
の
社
会
構
成
に
お
い
て
叙
事
詩
的
英
雄
1
英
雄
時
代
は
成
り
立
つ
も
の
か
、
筆
者
は
疑
問
と
す
る
)。
「
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
」
が
論
題
で
あ
る
本
稿
が
必
要
と
す
る
限
り
で
、
英
雄
時
代
論
の
問
題
提
起
と
そ
れ
以
後
の
石
母
田
の
所
説
を
摘
要
し
て
き
た
が
、
石
母
田
自
身
に
よ
る
総
括
と
い
え
る
一
九
七
一
年
の
『日
本
の
古
代
国
家
』
に
よ
っ
て
以
上
の
論
点
を
再
確
認
し
た
い
。
そ
の
第
一
章
は
ま
さ
し
く
「国
家
成
立
史
に
お
け
る
国
際
的
契
機
」
で
あ
る
。
成
立
し
た
日
本
の
古
代
国
家
と
先
行
す
る
在
地
首
長
制
の
生
産
関
係
の
関
連
が
総
括
的
に
論
じ
ら
れ
る
終
章
・
第
四
章
「古
代
国
家
と
生
産
関
係
」
で
は
、
首
長
制
の
生
産
関
係
は
第
一
次
的
生
産
関
係
、
総
体
的
奴
隷
制
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
古
代
国
家
は
第
一
次
的
生
産
関
係
を
総
括
す
る
第
二
次
的
生
産
関
係
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
的
生
産
関
係
1
生
産
関
係
の
総
括
と
し
て
の
国
家
と
い
う
石
母
田
の
規
定
は
国
家
1
生
産
関
係
論
と
し
て
批
判
さ
れ
た
が
、
こ
の
「総
括
」
の
意
味
を
二
段
階
論
の
立
場
か
ら
筆
者
は
、
国
家
そ
の
も
の
に
よ
る
階
級
支
配
・隷
属
(国
家
1
生
産
関
係
)
で
は
な
く
、
生
産
関
係
.
階
級
支
配
の
隷
属
の
維
持
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
階
級
国
家
論
か
ら
は
国
家
成
立
の
前
提
と
し
て
生
産
関
係
・
階
級
支
配
が
論
理
的
に
措
定
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
ノ、
 
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
に
そ
れ
ら
の
先
行
と
そ
の
後
の
国
家
の
成
立
は
長
期
に
わ
た
る
二
段
階
の
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
(こ
の
よ
う
に
国
家
の
成
立
を
過
程
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
意
味
で
、
国
家
形
成
の
語
を
筆
者
は
用
い
て
い
る
)。
奴
隷
制
あ
る
い
は
貢
納
制
の
生
産
関
係
が
あ
れ
ば
国
家
段
階
と
し
て
認
め
る
初
期
専
制
国
家
論
、
そ
れ
と
は
全
く
逆
に
律
令
国
家
の
成
立
を
も
っ
て
国
家
的
奴
隷
制
が
成
立
す
る
と
い
う
両
極
の
国
家
"
生
産
関
係
論
で
は
な
く
、
英
雄
時
代
論
の
二
段
階
的
な
国
家
形
成
論
を
継
承
す
る
が
、
但
し
国
家
に
先
行
す
る
生
産
関
係
・
階
級
支
配
に
つ
い
て
筆
者
は
、
叙
事
詩
的
英
雄
を
成
立
せ
し
め
え
な
い
構
造
と
し
て
の
在
地
首
長
制
を
想
定
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
「在
地
首
長
制
と
国
際
的
契
機
」
の
視
角
・
論
点
を
も
っ
て
国
家
形
成
に
つ
い
て
の
二
段
階
把
握
を
整
理
す
れ
ば
、
国
家
以
前
の
王
権
と
在
地
首
長
制
の
段
階
と
、
国
際
的
契
機
を
利
用
し
発
展
し
た
王
権
1ー
ア
メ
に
よ
る
在
地
首
長
制
1ー
ク
ニ
の
掌
握
・
組
織
化
に
よ
る
国
家
形
成
と
い
う
二
段
階
に
な
る
。
こ
の
視
角
と
方
法
は
、
王
権
に
よ
る
在
地
首
長
制
の
掌
握
・
組
織
化
の
過
程
と
し
て
の
部
民
史
論
以
来
の
も
の
で
あ
る
(
一
九
七
五
年
の
歴
研
大
会
報
告
「帝
紀
批
判
と
部
民
史
論
」)。
次
節
以
下
で
は
筆
者
の
部
民
史
論
を
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
再
検
証
す
る
と
と
も
に
、
御
名
代
の
部
を
ミ
ヤ
ケ
と
一
体
的
に
捉
え
、
両
者
を
地
方
支
配
の
拠
点
村
落
コ
ホ
リ
の
構
造
と
し
て
一
般
化
し
た
歴
史
把
握
を
提
示
し
た
い
。
ま
た
二
段
階
の
画
期
と
し
て
の
継
体
・
欽
明
朝
、
特
に
欽
明
朝
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
国
家
形
成
の
指
標
を
日
本
の
古
代
史
で
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
私
見
の
王
権
1ー
ア
メ
と
在
地
首
長
制
1ー
ク
ニ
の
掌
握
・
組
織
化
"
ク
ニ
オ
シ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
示
し
た
い
(こ
の
王
権
1ー
ア
メ
は
上
記
石
母
田
の
挙
げ
た
国
家
指
標
の
②
公
権
力
に
、
ま
た
ク
ニ
オ
シ
は
⑤
人
民
の
地
域
的
編
成
に
対
応
す
る
)。
な
お
以
下
の
行
文
で
は
音
仮
名
の
漢
字
表
記
は
片
仮
名
に
し
て
、
訓
仮
名
は
適
宜
、
原
表
記
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
論
文
名
の
み
を
掲
げ
る
便
宜
を
も
了
承
さ
れ
た
い
。
二
国
家
以
前
の
王
権
と
在
地
首
長
制
(
一
～
五
世
紀
に
お
け
る
国
際
的
契
…機
と
は
何
か
)
本
節
で
は
国
家
以
前
の
王
権
と
在
地
首
長
制
の
歴
史
を
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
概
観
す
る
。
倭
王
権
に
つ
い
て
の
最
初
の
同
時
代
史
料
は
、
余
り
に
も
有
名
な
志
賀
島
の
金
印
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
の
中
に
古
代
日
本
(倭
)
を
位
置
づ
け
る
所
説
と
し
て
周
知
の
冊
封
体
制
論
が
あ
る
が
、
そ
の
冊
封
の
意
味
を
何
よ
り
も
端
的
に
示
す
も
の
が
印
綬
の
制
度
で
あ
る
。
そ
の
印
面
上
の
わ
ず
か
五
文
字
の
意
味
を
歴
史
的
に
如
何
に
読
み
解
く
べ
き
か
。
三
段
に
区
切
っ
て
漢
の
委
の
奴
国
王
と
し
て
読
ま
れ
る
五
文
字
を
、
筆
者
は
委
H
倭
王
を
は
さ
ん
で
奴
国
王
1
倭
国
内
の
小
国
(在
地
首
長
)、
漢
1
中
国
皇
帝
と
一
般
化
・定
式
化
し
て
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
段
を
そ
の
ま
ま
上
か
ら
読
め
ば
中
国
皇
帝
に
よ
る
冊
封
の
論
理
で
あ
る
が
、
逆
に
下
か
ら
三
段
を
読
め
ば
奴
国
王
1
国
内
の
在
地
首
長
↓
委
1
倭
王
↓
漢
1
中
国
皇
帝
の
シ
ェ
ー
マ
と
な
り
、
そ
こ
に
は
冊
封
の
論
理
を
国
際
的
契
機
と
し
て
利
用
・
上
昇
す
る
倭
王
権
の
志
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(最
終
的
到
達
点
は
中
国
皇
帝
の
日
本
化
た
る
天
皇
の
成
立
で
あ
る
が
、
こ
の
君
主
号
の
成
立
は
日
本
の
古
代
国
家
確
立
の
明
確
な
指
標
と
な
ろ
う
)。
三
段
の
下
向
読
み
1
冊
封
が
中
国
王
朝
の
帝
国
の
論
理
と
す
れ
ば
、
三
段
の
上
向
読
み
は
被
冊
封
国
の
主
体
性
を
重
視
し
た
、
い
わ
ば
民
族
の
論
理
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
向
的
な
上
・下
の
読
み
か
え
が
示
す
の
は
、
中
国
帝
国
の
冊
封
体
制
論
を
逆
の
立
場
か
ら
、
い
わ
ば
民
族
の
論
理
と
し
て
読
み
か
え
た
も
の
が
国
際
的
契
機
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
印
の
奴
国
王
1
小
国
(在
地
首
長
)
が
上
位
の
委
桂
倭
王
の
段
階
に
到
達
す
る
の
は
、
二
世
紀
末
の
倭
国
の
乱
後
の
共
立
に
よ
っ
て
で
あ
る
(小
国
の
分
立
↓
乱
立
↓
共
立
と
し
て
シ
ェ
ー
マ
化
で
き
る
)
。
共
立
さ
れ
た
倭
王
は
そ
の
後
、
魏
に
遣
使
・
朝
貢
し
て
親
魏
倭
王
に
冊
封
さ
れ
る
が
、
こ
の
倭
王
の
上
に
架
さ
れ
た
「親
魏
」
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
魏
志
倭
人
伝
中
に
は
特
賜
の
品
に
つ
い
て
、
「悉
可
以
示
汝
国
中
人
、
使
知
国
家
哀
汝
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
1
魏
の
皇
帝
が
汝
1
倭
王
を
哀
し
む
こ
と
(H
親
魏
)
を
示
す
べ
き
品
々
は
、
共
立
さ
れ
た
倭
王
の
権
威
を
高
め
る
国
際
的
契
機
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
特
賜
の
品
々
の
中
で
も
「
五
尺
刀
二
口
」
は
、
数
量
関
係
か
ら
考
え
て
印
綬
に
準
ず
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
親
魏
倭
王
に
授
け
ら
れ
た
印
綬
の
印
文
は
確
定
で
き
な
い
が
、
倭
王
の
上
に
魏
の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
魏
の
皇
帝
と
倭
王
の
上
下
関
係
、
あ
る
い
は
倭
王
の
上
位
に
立
つ
魏
の
皇
帝
の
存
在
は
、
印
綬
に
準
ず
る
「五
尺
刀
」
で
は
如
何
な
る
文
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
か
。
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
八
 
建
元
が
皇
帝
大
権
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
五
尺
刀
に
は
印
綬
の
印
文
に
対
応
す
る
銘
文
が
あ
り
、
下
賜
主
体
た
る
皇
帝
の
存
在
は
皇
帝
の
代
名
詞
と
い
え
る
年
号
で
示
さ
れ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
皇
帝
1
年
号
の
位
置
は
当
然
に
銘
文
の
最
上
位
、
冒
頭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
略
述
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
二
世
紀
末
の
倭
国
の
乱
に
際
し
て
政
治
的
意
図
を
も
っ
て
倭
国
に
将
来
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
東
大
寺
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
文
は
、
ま
さ
し
く
後
漢
の
「中
平
」
年
号
で
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「中
平
」
刀
は
、
上
記
倭
人
伝
中
に
政
治
的
性
格
を
強
調
さ
れ
る
「五
尺
刀
」
の
歴
史
的
先
躍
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
推
定
で
は
あ
る
が
、
「五
尺
刀
」
に
は
皇
帝
の
代
名
詞
た
る
魏
の
年
号
で
始
ま
る
銘
文
が
あ
っ
て
こ
そ
、
上
記
の
よ
う
な
政
治
的
性
格
を
強
調
さ
れ
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
五
七
年
の
金
印
に
始
ま
り
、
二
世
紀
末
の
「中
平
」
刀
の
実
物
、
三
世
紀
前
半
で
は
魏
志
倭
人
伝
中
の
「五
尺
刀
」
と
世
紀
順
に
し
た
が
い
、
倭
王
権
に
と
っ
て
の
国
際
的
契
機
の
い
わ
ば
点
と
線
を
辿
っ
て
き
た
が
、
次
の
四
世
紀
後
半
で
は
国
際
的
契
機
の
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
冊
封
行
為
の
一
環
と
し
て
中
国
皇
帝
が
倭
王
に
行
っ
て
い
た
刀
剣
下
賜
に
、
新
興
の
百
済
王
が
介
在
し
て
く
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
神
功
紀
に
は
百
済
か
ら
の
献
上
と
さ
れ
る
「七
枝
刀
」
記
事
が
あ
り
、
こ
の
記
述
と
対
応
す
る
実
物
の
七
支
刀
が
周
知
の
よ
う
に
石
上
神
宮
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
七
支
刀
に
は
表
裏
に
金
象
嵌
の
銘
文
が
あ
り
、
同
時
代
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
裏
銘
文
銘
文
に
見
え
る
百
済
と
倭
の
上
下
関
係
に
つ
い
て
は
対
極
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
詳
述
の
余
裕
は
な
い
が
、
表
・
裏
両
銘
文
に
対
す
る
筆
者
の
理
解
を
必
要
な
限
り
で
略
述
す
る
。
裏
銘
文
に
は
「百
済
王
世
子
」
と
「倭
王
」
の
文
字
が
あ
り
、
と
も
に
王
号
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
る
両
者
は
対
等
と
見
な
さ
れ
る
。
百
済
献
上
説
は
神
功
紀
の
献
上
記
事
を
も
ち
込
ん
だ
解
釈
で
あ
り
、
逆
の
百
済
下
賜
説
は
裏
銘
文
の
百
済
を
、
表
銘
文
に
う
か
が
わ
れ
る
下
賜
主
体
と
結
び
付
け
て
解
釈
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
両
者
の
対
等
関
係
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
裏
銘
文
に
お
け
る
語
句
「聖
音
」
が
重
要
性
を
も
っ
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
こ
の
敬
語
の
意
味
す
る
も
の
を
、
聖
な
る
音
(言
葉
)
、
対
等
な
百
済
と
倭
の
上
位
に
立
つ
第
三
者
の
教
命
と
考
え
て
き
た
。
こ
の
裏
銘
文
に
お
け
る
「聖
音
」
の
語
句
が
示
す
上
位
の
第
三
者
(両
王
の
上
の
皇
帝
)
の
存
在
に
対
応
す
る
表
銘
文
の
語
句
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
従
来
、
単
な
る
年
次
表
現
と
さ
れ
て
き
た
冒
頭
の
年
号
「泰
和
」
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
年
号
が
皇
帝
の
代
名
詞
で
あ
り
、
刀
剣
銘
文
に
お
け
る
冒
頭
年
号
は
刀
剣
の
下
賜
主
体
を
表
示
す
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
理
解
で
あ
り
、
年
来
の
主
張
で
あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
表
銘
文
の
文
末
の
「侯
王
」
も
単
な
る
常
套
の
吉
祥
句
で
は
な
く
、
冒
頭
の
年
号
1
皇
帝
に
照
応
す
る
皇
帝
臣
下
の
王
の
意
味
で
、
裏
銘
文
の
百
済
王
と
倭
王
の
王
号
に
対
応
す
る
語
句
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
筆
者
の
「
聖
音
」
理
解
か
ら
は
当
然
に
東
晋
下
賜
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
近
の
東
野
治
之
氏
の
判
読
で
は
「聖
晋
」
で
あ
り
、
か
つ
て
の
櫃
本
杜
人
氏
の
判
読
と
栗
原
朋
信
氏
の
東
晋
下
賜
説
が
復
活
す
る
。
と
も
あ
れ
筆
者
の
七
支
刀
理
解
は
、
表
銘
文
に
重
点
を
お
け
ば
東
晋
下
賜
説
、
裏
銘
文
に
重
点
を
お
け
ば
百
済
仮
授
説
に
な
る
。
後
者
の
意
味
は
帯
方
郡
の
後
継
者
と
し
て
の
百
済
王
の
介
在
、
東
晋
年
号
を
戴
い
て
の
百
済
王
の
仮
授
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
の
五
世
紀
は
倭
の
五
王
の
時
代
で
あ
る
。
五
人
の
倭
王
が
行
っ
た
宋
朝
へ
の
遣
使
・
朝
貢
の
目
的
は
か
つ
て
の
親
魏
倭
王
の
よ
う
な
威
信
財
の
獲
得
と
は
違
い
、何
よ
り
も
安
東
大
将
軍
号
の
除
正
に
あ
っ
た
。
倭
の
五
王
の
一
貫
し
た
除
正
要
請
(特
に
六
国
諸
軍
事
の
内
容
)
は
、
七
支
刀
が
物
語
る
四
世
紀
後
半
以
来
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
倭
の
軍
事
行
動
を
、
五
世
紀
の
倭
王
権
が
宋
朝
と
の
外
交
(
冊
封
体
制
)
に
よ
っ
て
補
完
・
補
強
す
る
目
的
意
図
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
軍
事
と
外
交
の
接
点
が
ま
さ
に
将
軍
号
の
除
正
要
請
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
倭
王
は
自
ら
の
将
軍
号
だ
け
で
は
な
く
、
配
下
に
対
す
る
将
軍
号
の
除
正
推
薦
と
仮
授
を
も
行
っ
て
い
た
。
将
軍
号
の
仮
授
に
う
か
が
え
る
外
交
に
よ
っ
て
補
完
、
権
威
付
け
ら
れ
た
軍
事
統
括
を
基
礎
に
政
治
的
な
統
属
関
係
を
形
成
・
確
認
し
て
い
た
の
が
五
世
紀
の
倭
王
権
で
あ
る
。
倭
王
に
よ
る
将
軍
号
仮
授
の
国
内
的
実
践
と
い
う
べ
き
も
の
が
、
倭
国
内
で
の
冊
封
行
為
と
し
て
の
刀
剣
下
賜
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
以
下
で
は
「王
権
発
展
史
に
お
け
る
国
際
的
契
機
」
と
し
て
、
刀
剣
下
賜
の
歴
史
的
意
味
を
考
え
た
い
。
本
稿
の
論
題
で
あ
る
国
家
成
立
の
指
標
と
国
際
的
契
機
を
考
え
る
立
場
か
ら
皇
帝
大
権
の
年
号
と
そ
の
継
授
と
い
う
論
点
で
、
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
大
刀
銘
文
と
そ
の
冒
頭
年
号
下
の
位
置
と
意
味
を
提
起
し
た
の
は
一
九
七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
(
「瑞
刃
刀
と
大
王
号
の
成
立
」)。
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
二
つ
の
刀
剣
銘
文
は
、
私
見
を
如
何
に
検
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
私
見
を
提
示
し
た
直
後
の
一
九
七
八
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
文
の
比
較
で
、
先
ず
も
っ
て
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
冒
頭
表
現
の
差
異
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
両
銘
文
の
内
容
と
性
格
の
相
違
を
検
討
で
き
よ
う
。
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
九
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
〇
「辛
亥
年
七
月
中
」
で
始
ま
る
稲
荷
山
鉄
剣
に
対
し
て
、
同
じ
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
世
1
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
え
て
年
次
性
を
捨
象
し
た
江
田
船
山
の
冒
頭
表
現
「治
天
下
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
世
」
の
特
異
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
の
み
な
ら
ず
実
際
の
作
刀
行
為
を
記
す
「
八
月
中
」
と
の
間
に
、
「奉
事
典
曹
人
、
名
ム
リ
テ
」
の
語
句
が
入
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
江
田
船
山
の
冒
頭
表
現
は
年
次
性
の
表
記
以
上
の
意
味
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
山
と
の
比
較
で
浮
上
し
た
江
田
船
山
の
冒
頭
表
現
の
意
味
は
年
号
の
日
本
化
で
あ
り
、
下
賜
主
体
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
「大
王
世
」
に
直
続
す
る
「奉
事
」
の
文
脈
的
意
味
は
、
下
賜
主
体
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
命
を
受
け
て
の
奉
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
七
支
刀
で
の
表
銘
文
の
冒
頭
年
号
「泰
和
」
"
下
賜
主
体
の
東
晋
皇
帝
の
「聖
音
の
故
に
」
(裏
銘
文
)
と
同
じ
で
あ
る
。
後
の
日
本
化
し
た
表
現
で
い
え
ば
、
「
大
君
の
ミ
コ
ト
畏
み
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
畏
ま
れ
る
べ
き
(可
畏
)
ミ
コ
ト
(御
言
1
命
)
が
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
の
原
義
で
あ
り
、
そ
の
聖
音
を
発
す
る
主
体
の
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
(可
畏
天
皇
)
の
呼
称
と
も
な
っ
た
と
い
う
の
が
筆
・者
の
「
ス
メ
ラ
命
考
」
で
あ
る
。
刀
剣
の
下
賜
と
い
う
事
態
を
明
示
し
た
の
は
一
九
八
八
年
の
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
文
で
あ
る
。
表
銘
文
冒
頭
の
「
王
賜
」
の
二
文
字
は
他
の
文
字
よ
り
も
太
い
銀
象
嵌
で
あ
り
、
裏
銘
文
の
文
字
よ
り
も
高
く
位
置
付
け
ら
れ
(拾
頭
)、
つ
ま
り
特
筆
太
書
さ
れ
て
い
る
。
「王
賜
」
の
意
味
は
文
字
通
り
で
あ
り
、
刀
剣
の
下
賜
と
い
う
事
態
は
明
白
で
あ
ろ
う
が
、
確
認
さ
れ
る
べ
き
は
「王
賜
」
の
二
文
字
の
位
置
と
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
下
賜
主
体
1
中
国
皇
帝
の
存
在
は
、
百
済
王
が
介
在
し
た
七
支
刀
に
お
い
て
も
で
あ
る
が
、
皇
帝
の
代
名
詞
た
る
年
号
を
冒
頭
に
掲
げ
る
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
国
流
の
冒
頭
年
号
の
位
置
を
、
稲
荷
台
鉄
剣
で
は
文
字
通
り
特
筆
太
書
さ
れ
た
「王
賜
」
の
二
文
字
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
五
世
紀
中
葉
の
倭
王
権
が
下
賜
さ
れ
る
刀
剣
の
銘
文
冒
頭
に
占
め
る
年
号
の
位
置
と
意
味
を
、
何
よ
り
も
下
賜
主
体
の
表
示
の
一
点
で
理
解
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
直
訳
、
あ
る
い
は
意
訳
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
「王
賜
」
と
比
較
し
て
、
江
田
船
山
の
冒
頭
表
現
「治
天
下
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
世
」
で
確
認
で
き
る
の
は
、
賜
う
主
体
の
王
の
表
示
に
と
ど
ま
っ
た
「王
賜
」
に
対
し
て
、
①
江
田
船
山
で
は
賜
う
王
1
下
賜
主
体
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
名
を
明
示
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
ワ
カ
タ
ケ
ル
は
倭
王
の
武
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
「治
天
下
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
中
国
皇
帝
に
臣
属
す
る
倭
王
性
を
否
定
し
た
大
王
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
世
と
い
う
表
現
で
一
歩
、
年
号
に
近
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
②
上
記
の
下
賜
1
統
治
主
体
の
大
王
を
中
心
に
し
て
、
統
治
の
空
間
1
「治
天
下
」
と
統
治
の
時
間
1
「世
」
が
結
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
中
国
皇
帝
の
大
権
で
あ
る
年
号
の
本
来
的
な
政
治
性
に
対
す
る
倭
王
権
の
理
解
を
示
す
意
訳
と
し
て
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
刀
剣
下
賜
の
回
路
で
導
入
さ
れ
た
「治
天
下
」
と
「世
」
は
、
筆
者
の
言
う
国
家
指
標
の
具
体
化
と
し
て
、
以
後
の
歴
史
で
ト
レ
ー
ス
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
(治
天
下
↓
ク
ニ
オ
シ
、
世
1
宮
へ
の
奉
事
に
よ
る
宮
つ
子
ー-
造
)。
江
田
船
山
大
刀
銘
文
の
冒
頭
部
分
で
確
認
さ
れ
る
「治
天
下
」
と
年
号
の
日
本
化
は
、
宋
書
の
伝
え
る
将
軍
号
の
仮
授
数
の
増
加
が
示
す
倭
国
内
冊
封
の
進
展
に
呼
応
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
倭
国
内
で
の
政
治
的
統
属
関
係
の
形
成
・
確
認
の
実
態
は
、
も
う
一
方
の
稲
荷
山
鉄
剣
の
銘
文
内
容
に
よ
っ
て
考
察
で
き
る
。
稲
荷
山
鉄
剣
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
冒
頭
表
現
の
違
い
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
江
田
船
山
は
大
王
の
銘
文
で
あ
り
、
一
方
の
稲
荷
山
は
臣
下
の
銘
文
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
七
支
刀
で
い
え
ば
表
銘
文
の
冒
頭
年
号
1
皇
帝
に
、
後
者
は
裏
銘
文
の
臣
下
1
百
済
王
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
従
来
は
江
田
船
山
の
大
王
名
が
稲
荷
山
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
、
両
銘
文
は
同
様
の
性
格
・
内
容
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
内
容
の
わ
か
り
や
す
い
裏
銘
文
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
き
た
七
支
刀
の
場
合
と
同
様
に
、
稲
荷
山
の
記
文
の
主
体
で
あ
る
ヲ
ワ
ケ
臣
に
ひ
き
つ
け
て
江
田
船
山
の
典
曹
人
ム
リ
テ
を
理
解
し
、
両
人
を
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
の
被
葬
者
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「大
王
世
」
と
「
八
月
中
」
の
間
に
挟
ま
れ
た
典
曹
人
ム
リ
テ
の
文
脈
的
位
置
か
ら
上
記
し
た
よ
う
に
、
ム
リ
テ
の
「八
月
中
」
以
下
の
作
刀
行
為
は
大
王
の
命
を
受
け
た
奉
事
と
し
て
理
解
す
る
ほ
か
な
く
、
ム
リ
テ
は
大
王
か
ら
大
刀
を
分
与
さ
れ
た
江
田
船
山
古
墳
の
被
葬
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
最
近
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
ム
リ
テ
が
大
刀
を
分
与
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
後
者
の
解
釈
は
表
銘
文
の
冒
頭
年
号
の
意
味
を
棚
上
げ
に
す
る
百
済
下
賜
説
と
同
様
に
、
銘
文
冒
頭
の
「大
王
世
」
に
直
続
す
る
「奉
事
」
の
文
脈
的
意
味
を
棚
上
げ
に
す
る
こ
と
で
筆
者
の
言
う
分
与
主
体
の
大
王
を
ム
リ
テ
に
置
き
か
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
臣
下
の
銘
文
1
稲
荷
山
銘
文
に
お
け
る
ヲ
ワ
ケ
臣
の
位
置
を
考
え
た
い
。
ヲ
ワ
ケ
臣
の
鉄
剣
が
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
解
釈
で
は
ヲ
ワ
ケ
臣
は
稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者
で
あ
り
、
生
前
は
埼
玉
の
地
か
ら
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
宮
に
上
番
、
杖
刀
人
首
と
し
て
奉
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
冒
頭
「辛
亥
年
、
七
月
中
記
」
の
後
に
記
さ
れ
る
ヲ
ワ
ケ
臣
が
銘
文
を
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
一
一
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
 
記
さ
せ
た
主
体
で
あ
る
の
は
論
を
侯
た
な
い
。
そ
の
ヲ
ワ
ケ
臣
は
上
祖
オ
ホ
ヒ
コ
か
ら
の
八
代
の
名
を
書
き
連
ね
、
「杖
刀
人
首
」
と
し
て
の
奉
事
を
記
し
た
上
で
、
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
寺
が
「斯
鬼
宮
」
に
在
る
時
、
「吾
左
治
天
下
、
令
作
利
刀
、
記
吾
奉
事
根
原
」
と
記
文
を
結
ん
で
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
大
王
の
臣
下
ヲ
ワ
ケ
が
「奉
事
」
と
と
も
に
「左
治
天
下
」
を
呼
号
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ヲ
ワ
ケ
臣
の
両
面
(奉
事
と
左
治
天
下
)
は
、
皇
帝
臣
下
の
倭
王
と
治
天
下
の
大
王
と
い
う
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
両
面
と
対
応
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ヲ
ワ
ケ
臣
の
左
治
天
下
が
直
前
に
み
え
る
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
治
天
下
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
た
論
を
侯
た
な
い
。
ヲ
ワ
ケ
臣
H
稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者
の
解
釈
で
は
ま
さ
に
三
百
代
言
と
片
付
け
ら
れ
る
し
か
な
い
「左
治
天
下
」
だ
が
、
銘
文
で
の
文
脈
的
位
置
と
意
味
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
直
後
の
「令
作
利
刀
」
を
説
明
す
る
前
置
き
文
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
文
に
お
け
る
ヲ
ワ
ケ
臣
の
左
治
天
下
1
作
刀
の
記
文
は
、
そ
も
そ
も
江
田
船
山
大
刀
で
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
治
天
下
1
作
刀
と
下
賜
の
銘
文
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
筆
者
の
銘
文
理
解
の
方
法
は
大
王
と
臣
下
の
両
銘
文
の
対
応
と
対
比
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
七
支
刀
銘
文
に
お
い
て
皇
帝
と
臣
下
の
百
済
王
の
両
文
と
し
て
表
裏
両
面
を
統
一
的
に
理
解
し
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
ヲ
ワ
ケ
臣
の
奉
事
の
内
容
と
性
格
の
検
討
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
ヲ
ワ
ケ
臣
1
稲
荷
山
古
墳
の
被
葬
者
の
前
提
か
ら
は
東
国
国
造
の
子
弟
が
上
番
し
て
大
王
に
近
侍
す
る
ト
モ
と
い
う
解
釈
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
左
治
天
下
の
呼
号
と
翻
館
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
鉄
剣
が
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
す
る
経
緯
を
銘
文
中
に
何
ら
か
で
も
読
み
と
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
大
王
の
宮
に
上
番
・
近
侍
す
る
ト
モ
と
の
関
係
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
東
国
の
地
か
ら
ヤ
マ
ト
に
上
番
、
大
王
に
近
侍
す
る
ト
モ
は
あ
く
ま
で
杖
刀
人
で
あ
っ
て
、
ヲ
ワ
ケ
臣
は
大
王
の
宮
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
杖
刀
人
を
束
ね
る
杖
刀
人
首
で
あ
る
。
つ
ま
り
宮
の
廷
臣
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ヲ
ワ
ケ
臣
は
臣
下
の
奉
事
と
と
も
に
左
治
天
下
を
記
さ
せ
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
番
・
近
侍
す
る
ト
モ
の
杖
刀
人
と
杖
刀
人
を
束
ね
る
杖
刀
人
首
の
区
別
が
余
り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
初
期
の
銘
文
解
釈
に
お
い
て
首
が
姓
の
オ
ビ
ト
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
も
杖
刀
人
首
の
首
が
姓
の
オ
ビ
ト
な
ら
ば
、
ヲ
ワ
ケ
臣
の
臣
も
同
様
に
姓
の
オ
ミ
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
同
一
人
物
の
姓
と
し
て
臣
ー-
首
は
あ
り
え
な
い
。
ヲ
ワ
ケ
臣
の
臣
と
杖
刀
人
首
の
首
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
本
来
の
意
味
で
あ
っ
て
、
日
本
語
の
カ
バ
ネ
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
五
世
紀
後
半
の
同
時
代
史
料
と
し
て
の
稲
荷
山
鉄
剣
銘
文
で
確
認
さ
れ
る
の
は
氏
姓
制
度
の
氏
も
姓
も
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(以
後
に
成
立
し
た
姓
の
オ
ビ
ト
ー-
首
の
在
地
性
に
つ
い
て
は
、
造
1
宮
つ
子
の
意
味
と
の
対
比
で
後
述
す
る
)。
上
番
・
近
侍
す
る
ト
モ
と
し
て
雄
略
記
の
「長
谷
部
舎
人
」
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
同
時
代
史
料
の
稲
荷
山
鉄
剣
の
杖
刀
人
と
の
名
称
の
違
い
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
も
っ
て
注
目
し
た
い
の
は
、
史
実
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
宮
が
「斯
鬼
宮
」
で
あ
り
、
記
紀
の
ハ
ツ
セ
朝
倉
宮
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
地
理
的
に
近
く
て
も
、
名
称
の
違
い
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
こ
の
差
異
は
記
紀
の
史
料
批
判
(帝
紀
批
判
)
と
部
民
史
論
に
と
っ
て
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
先
ず
は
帝
紀
の
要
目
②
御
名
で
あ
る
。
三
王
朝
交
代
論
の
水
野
祐
氏
は
記
紀
の
天
皇
名
を
認
号
と
解
釈
し
た
が
(
一
九
五
四
年
版
の
『日
本
古
代
王
朝
史
論
序
説
』
で
増
補
さ
れ
た
第
三
章
「詮
号
考
」)、
そ
も
そ
も
倭
の
五
王
の
比
定
が
可
能
と
な
る
の
は
、
記
紀
に
伝
え
ら
れ
る
天
皇
名
が
後
の
贈
り
名
で
は
な
く
当
時
の
実
名
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
武
1ー
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
名
は
確
認
さ
れ
た
が
、
記
紀
の
伝
え
る
雄
略
の
名
は
大
ハ
ツ
セ
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
で
あ
る
。
こ
の
御
名
に
取
り
こ
ま
れ
た
宮
号
の
ハ
ツ
セ
が
後
の
時
点
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
当
然
に
、
大
ハ
ツ
セ
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
も
後
か
ら
の
贈
り
名
(和
風
詮
号
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
詮
号
化
し
た
大
ハ
ツ
セ
・
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
御
名
に
よ
る
御
名
代
ハ
ツ
セ
部
の
設
置
も
ま
た
後
の
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
後
の
時
点
の
設
置
で
あ
る
御
名
代
の
部
名
を
冠
し
た
長
谷
部
舎
人
を
雄
略
記
が
伝
え
る
意
味
を
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
七
五
年
の
時
点
に
お
け
る
筆
者
の
「帝
紀
批
判
と
部
民
史
論
」
で
は
部
民
史
論
の
起
点
と
し
て
ト
モ
・
べ
論
理
と
雄
略
朝
を
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
近
侍
的
ト
モ
と
し
て
認
め
た
の
は
分
布
史
料
の
残
る
川
瀬
舎
人
な
ど
で
あ
り
、
雄
略
記
の
長
谷
部
舎
人
の
史
実
性
は
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
す
が
に
舎
人
の
表
現
ま
で
は
疑
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
舎
人
の
表
現
も
稲
荷
山
鉄
剣
銘
文
の
杖
刀
人
の
名
称
に
よ
っ
て
疑
わ
し
く
な
っ
た
。
同
銘
文
の
シ
キ
宮
と
杖
刀
人
に
よ
っ
て
完
結
し
た
長
谷
部
・
舎
人
の
史
料
批
判
の
上
で
、
な
お
筆
者
が
部
民
史
論
の
起
点
と
し
て
の
雄
略
朝
を
位
置
づ
け
る
の
は
、
四
〇
年
も
前
の
旧
稿
結
論
に
固
執
す
る
意
図
か
ら
で
は
な
い
。
以
下
に
お
い
て
国
家
形
成
の
指
標
と
し
て
ト
レ
ー
ス
す
る
ク
ニ
オ
シ
と
宮
つ
子
(造
)
の
出
発
点
が
、
江
田
船
山
銘
文
の
冒
頭
表
現
に
確
認
さ
れ
る
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
治
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
=
ご
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
四
天
下
と
大
王
世
に
対
す
る
奉
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
稲
荷
山
鉄
剣
に
よ
っ
て
「画
期
と
し
て
の
雄
略
朝
」
(岸
俊
男
)
と
い
う
時
代
認
識
が
定
着
し
た
か
に
み
え
る
。
筆
者
も
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
「治
天
下
」
の
出
現
を
画
期
的
と
評
価
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
一
面
で
あ
っ
て
、
同
時
に
中
国
皇
帝
に
臣
属
す
る
倭
王
武
の
側
面
を
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
有
名
な
武
の
上
表
文
は
「封
国
は
辺
遠
に
し
て
」
で
始
ま
る
で
あ
る
。
「
封
国
」
の
王
た
る
倭
王
で
も
あ
る
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
呼
号
す
る
「治
天
下
」
は
、
そ
の
限
り
で
仮
1
借
り
物
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「治
天
下
」
の
呼
号
に
よ
る
倭
王
性
の
否
定
は
い
わ
ば
論
理
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
な
倭
王
性
の
否
定
は
冊
封
体
制
の
離
脱
に
よ
っ
て
実
現
す
る
。
こ
の
離
脱
は
武
の
上
表
文
で
「前
功
を
替
え
る
」
と
し
て
予
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
上
表
文
提
出
の
翌
四
七
九
年
の
宋
朝
滅
亡
と
と
も
に
倭
王
武
は
、
そ
の
予
告
を
実
践
す
る
の
で
あ
る
。
冊
封
体
制
を
離
脱
し
た
倭
王
権
の
そ
の
後
は
判
然
と
し
な
い
。
従
来
の
研
究
で
も
雄
略
以
後
を
「危
機
の
王
朝
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
継
体
・
欽
明
朝
の
出
現
を
歴
史
的
背
景
と
し
て
成
立
す
る
帝
紀
・
旧
辞
の
性
格
と
内
容
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
こ
で
は
一
事
例
と
し
て
清
寧
の
御
名
代
シ
ラ
カ
部
を
取
り
あ
げ
る
。
宮
号
で
は
な
い
シ
ラ
カ
の
名
そ
の
も
の
に
よ
る
御
名
代
の
設
置
は
雄
略
記
と
清
寧
記
の
両
方
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
で
雄
略
と
清
寧
の
連
続
性
を
強
調
す
る
の
は
、
筆
者
の
言
う
原
帝
紀
1
応
神
・
仁
徳
系
譜
に
お
け
る
清
寧
シ
ラ
カ
の
位
置
と
意
味
に
よ
る
(「五
世
紀
の
大
王
と
王
統
譜
を
探
る
」
)。
シ
ラ
カ
本
来
の
系
譜
的
位
置
を
継
体
即
位
を
正
統
化
し
た
王
女
タ
シ
ラ
カ
の
兄
弟
と
考
え
る
私
見
か
ら
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
は
清
寧
・継
体
両
紀
の
伝
え
る
「三
種
白
髪
部
」
で
あ
る
。
雄
略
と
の
連
続
性
を
強
調
さ
れ
る
清
寧
に
は
雄
略
記
の
長
谷
部
舎
人
と
同
様
、
御
名
代
シ
ラ
カ
部
を
冠
し
た
三
種
の
ト
モ
(白
髪
部
舎
人
・白
髪
部
膳
夫
・白
髪
部
靱
負
)
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
舎
人
・膳
夫
・
戦
負
に
つ
い
て
は
次
節
で
王
権
の
分
裂
期
に
お
け
る
子
代
の
成
立
と
の
関
連
で
論
じ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
三
種
白
髪
部
が
継
体
の
后
タ
シ
ラ
カ
に
伝
え
ら
れ
る
意
味
と
し
て
、
シ
ラ
カ
と
タ
シ
ラ
カ
の
余
り
に
も
明
白
な
類
似
・親
近
性
を
確
認
す
る
の
み
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。
三
国
家
形
成
史
の
起
点
と
し
て
の
欽
明
朝
(指
標
と
し
て
の
ア
メ
・
ク
ニ
オ
シ
)
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
「斯
鬼
宮
」
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
「治
天
下
」
を
実
現
し
た
と
い
え
る
の
が
欽
明
朝
で
あ
る
。
欽
明
の
和
風
詮
号
で
あ
る
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル
キ
ヒ
ロ
ニ
ハ
の
ア
メ
と
ク
ニ
オ
シ
に
注
目
し
て
、
ア
メ
は
国
家
の
指
標
の
公
権
力
に
、
ク
ニ
オ
シ
は
人
民
の
地
域
的
編
成
の
指
標
と
評
価
す
る
筆
者
の
視
角
は
最
初
に
予
告
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
欽
明
の
和
風
詮
号
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル
キ
ヒ
ロ
ニ
ハ
は
高
句
麗
の
広
開
土
王
と
い
う
詮
号
と
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、
国
土
の
拡
大
を
言
う
の
に
ア
メ
を
持
ち
出
し
、
ク
ニ
オ
シ
と
す
る
日
本
的
な
特
質
に
筆
者
は
注
目
す
る
(な
お
残
さ
れ
た
ハ
ル
キ
と
ヒ
ロ
ニ
ハ
は
和
風
詮
号
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
ヤ
マ
ト
ネ
コ
の
文
脈
と
し
て
最
後
に
述
べ
る
)。
第
一
節
の
最
後
で
予
告
し
て
い
た
国
家
形
成
の
二
つ
の
指
標
、
ア
メ
と
ク
ニ
オ
シ
を
体
現
し
た
欽
明
の
登
場
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
ク
ニ
オ
シ
は
欽
明
以
前
の
安
閑
・宣
化
の
和
風
謹
号
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
和
風
詮
号
の
成
立
、
ひ
い
て
は
帝
紀
の
成
立
を
安
閑
朝
に
認
め
る
説
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
継
体
・
欽
明
朝
と
い
う
表
現
は
津
田
左
右
吉
が
帝
紀
・
旧
辞
の
成
立
時
期
と
し
て
用
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
間
に
挟
ま
れ
た
安
閑
・
宣
化
の
治
世
に
関
連
し
て
、
戦
前
の
喜
田
貞
吉
の
二
朝
併
立
論
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
林
屋
辰
三
郎
は
喜
田
の
提
起
を
継
承
、
継
体
・
欽
明
朝
の
内
乱
論
と
し
て
展
開
し
た
が
、
こ
の
喜
田
・林
屋
の
両
説
に
対
し
て
、
筆
者
が
あ
え
て
王
権
の
分
裂
と
捉
え
る
意
味
と
内
容
は
何
か
。
二
朝
併
立
論
の
基
礎
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
欽
明
即
位
を
辛
亥
年
(五
三
一
年
)
と
す
る
所
伝
は
日
本
書
紀
の
継
体
崩
年
と
直
結
し
て
安
閑
・
宣
化
の
治
世
は
紀
年
上
で
否
定
さ
れ
る
。
②
書
紀
が
継
体
崩
年
の
こ
と
と
し
て
引
く
百
済
本
記
に
「日
本
天
皇
及
び
太
子
.
皇
子
倶
崩
莞
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
太
子
1
勾
大
兄
(安
閑
)、
皇
子
1
檜
隈
高
田
皇
子
(宣
化
)
の
治
世
は
百
済
本
記
に
お
い
て
も
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
安
閑
・
宣
化
の
治
世
を
二
重
に
否
定
す
る
史
料
に
対
し
て
喜
田
は
、
①
書
紀
の
安
閑
・
宣
化
紀
年
を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
、
欽
明
紀
年
と
の
併
立
を
認
め
て
二
朝
併
立
を
構
想
す
る
。
②
百
済
本
記
の
記
事
か
ら
二
朝
併
立
に
至
る
契
機
と
し
て
辛
亥
年
に
お
け
る
重
要
な
政
治
的
異
変
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
一
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
六
(辛
亥
の
変
)
を
想
定
し
た
。
南
北
朝
の
内
乱
、
あ
る
い
は
源
平
争
乱
に
お
け
る
年
号
の
併
立
を
踏
ま
え
た
喜
田
の
二
朝
併
立
論
、
喜
田
説
の
内
容
を
継
承
し
た
林
屋
の
継
体
・
欽
明
朝
の
内
乱
説
は
、
帝
紀
・
旧
辞
の
成
立
時
期
と
し
て
継
体
・欽
明
朝
を
位
置
づ
け
る
津
田
左
右
吉
の
記
紀
批
判
の
結
論
(応
神
以
降
の
記
載
の
信
愚
性
)
に
依
拠
し
て
構
築
さ
れ
た
戦
後
の
大
化
前
代
史
(部
民
制
・
屯
倉
制
・
国
造
制
)
と
抵
触
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
部
民
史
論
の
前
提
と
し
て
帝
紀
批
判
を
論
じ
た
所
以
で
あ
る
。
衝
撃
的
な
「日
本
天
皇
及
び
太
子
・
皇
子
倶
崩
麗
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
は
、
三
者
の
暗
殺
説
か
ら
単
な
る
誤
伝
説
ま
で
様
々
な
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
情
報
が
百
済
側
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
「倶
に
莞
じ
た
」
と
さ
れ
る
太
子
と
皇
子
に
つ
い
て
も
様
々
な
比
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
(多
く
は
辛
亥
の
変
を
否
定
す
る
た
め
に
)、
太
子
1
勾
大
兄
(安
閑
)、
皇
子
1
檜
隈
高
田
皇
子
(宣
化
)
の
比
定
は
動
か
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
辛
亥
年
に
お
け
る
継
体
の
崩
去
に
際
し
て
、
百
済
側
に
太
子
と
皇
子
の
莞
去
が
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
理
解
す
る
し
か
な
い
。
つ
ま
り
継
体
の
後
継
者
で
あ
る
太
子
1
勾
大
兄
(安
閑
)
と
弟
の
皇
子
1
檜
隈
高
田
皇
子
(宣
化
)
は
外
交
的
に
抹
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
外
交
権
を
奪
取
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
意
図
的
虚
報
を
百
済
側
に
伝
え
た
の
は
大
后
タ
シ
ラ
カ
所
生
の
欽
明
を
擁
立
し
た
蘇
我
氏
と
推
定
さ
れ
る
。
外
交
権
を
奪
取
さ
れ
た
勾
大
兄
と
檜
隈
高
田
の
大
兄
ブ
ロ
ッ
ク
が
求
め
る
の
は
東
国
に
お
け
る
軍
事
的
基
盤
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
ま
さ
に
王
権
は
外
交
と
軍
事
に
分
裂
し
た
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
世
1
時
代
に
杖
刀
人
と
し
て
ヤ
マ
ト
の
大
王
の
宮
に
上
番
・近
侍
し
た
よ
う
な
在
地
首
長
の
子
弟
を
新
た
に
軍
事
的
に
組
織
化
し
た
の
が
東
国
の
舎
人
軍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
つ
て
の
杖
刀
人
が
安
閑
・
宣
化
の
宮
号
を
冠
し
た
勾
舎
人
・
檜
隈
舎
人
と
い
う
宮
号
舎
人
の
名
称
で
登
場
す
る
わ
け
だ
が
、
重
要
な
の
は
後
の
分
布
史
料
で
東
国
に
濃
密
に
檜
隈
舎
人
部
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
勾
舎
人
部
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
野
国
分
寺
瓦
銘
で
勾
舎
人
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
は
檜
隈
舎
人
部
と
同
様
に
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
後
の
分
布
史
料
か
ら
東
国
の
舎
人
軍
編
成
を
X
舎
人
直
l
X
舎
人
l
X
舎
人
部
と
し
て
推
定
す
れ
ば
、
中
心
は
X
舎
人
で
あ
り
、
X
舎
人
を
前
提
に
し
て
X
舎
人
部
が
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
筆
・
者
の
部
民
史
論
が
X
舎
人
部
を
軍
事
的
ト
モ
ー-
子
の
た
め
の
部
1
子
代
の
成
立
と
位
置
づ
け
た
所
以
で
あ
る
。
大
兄
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
国
舎
人
軍
に
対
峙
す
る
欽
明
・
蘇
我
の
大
后
ブ
ロ
ッ
ク
の
軍
事
編
成
は
西
国
を
基
盤
と
す
る
靱
負
軍
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
国
を
基
盤
と
す
る
大
后
ブ
ロ
ッ
ク
と
東
国
を
基
盤
と
す
る
大
兄
ブ
ロ
ッ
ク
が
河
内
と
大
和
で
対
峙
し
た
と
み
れ
ば
、
勾
大
兄
と
檜
隈
高
田
の
宮
の
所
在
位
置
も
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
勾
金
橋
は
河
内
と
大
和
を
結
ぶ
横
大
路
に
お
け
る
前
進
基
地
的
な
場
所
で
あ
り
、
後
詰
め
と
し
て
の
檜
隈
の
地
は
、
壬
申
の
乱
で
明
ら
か
な
よ
う
に
東
国
へ
の
逃
亡
路
を
確
保
す
る
拠
点
的
位
置
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
統
合
後
に
大
和
入
り
し
た
蘇
我
氏
が
ま
ず
押
さ
え
た
要
衝
の
地
で
あ
る
。
後
の
時
代
に
飛
鳥
の
占
め
る
歴
史
地
理
的
位
置
も
、
上
記
し
た
勾
金
橋
と
檜
隈
の
地
の
意
味
か
ら
考
え
て
納
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
(欽
明
・
蘇
我
の
大
和
入
り
を
歴
史
的
起
点
と
す
る
筆
者
の
飛
鳥
史
論
は
「古
代
の
飛
鳥
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
)。
一
旦
は
外
交
と
軍
事
に
分
裂
し
た
王
権
だ
が
、
欽
明
と
宣
化
の
女
の
婚
姻
に
う
か
が
え
る
両
権
力
の
再
統
合
以
後
の
欽
明
王
権
は
か
え
っ
て
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
権
力
の
分
離
・
結
合
の
事
態
は
壬
申
の
乱
後
の
王
権
と
律
令
国
家
の
確
立
を
想
起
す
れ
ば
理
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
だ
ろ
う
が
、
王
権
の
分
裂
と
両
権
力
対
峙
の
期
間
を
通
じ
て
、
舎
人
・
靱
負
と
し
て
東
国
・
西
国
の
在
地
首
長
が
そ
れ
ぞ
れ
軍
事
的
に
掌
握
・組
織
さ
れ
た
こ
と
が
王
権
強
化
の
基
盤
で
あ
る
(ク
ニ
オ
シ
の
最
初
の
一
歩
)。
有
名
な
日
羅
に
関
す
る
敏
達
紀
の
「火
葦
北
国
造
刑
部
靱
部
」
の
所
伝
、
ま
た
日
下
部
君
等
の
祖
が
靱
部
を
仕
奉
し
た
と
す
る
豊
後
国
風
土
記
の
所
伝
か
ら
西
国
の
靱
負
・
靱
負
部
が
御
名
代
に
再
編
さ
れ
た
と
い
う
推
定
は
筆
者
の
部
民
史
論
で
示
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
圧
倒
的
な
刑
部
・
日
下
部
の
分
布
史
料
か
ら
御
名
代
の
構
造
を
、
X
部
直
I
X
部
首
ー
X
部
と
図
式
化
し
て
、
先
の
子
代
の
構
造
X
舎
人
直
ー
X
舎
人
l
X
舎
人
部
と
比
較
す
れ
ば
、
子
代
と
御
名
代
の
成
立
順
序
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
御
名
代
の
成
立
が
先
行
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
雄
略
記
の
長
谷
部
舎
人
の
よ
う
に
X
部
舎
人
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
は
X
舎
人
の
呼
称
と
子
代
の
X
舎
人
部
が
成
立
す
る
必
要
は
な
い
。
後
世
の
宮
号
に
よ
る
御
名
代
ハ
ツ
セ
部
を
冠
し
た
長
谷
部
舎
人
の
史
実
性
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
時
代
の
杖
刀
人
(上
番
・
近
侍
す
る
ト
モ
)
を
歴
史
的
定
点
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
雄
略
記
が
長
谷
部
を
冠
し
た
舎
人
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
は
、
王
権
の
分
裂
を
示
唆
す
る
X
舎
人
と
X
舎
人
部
(こ
れ
ら
「昔
在
天
皇
日
所
置
子
代
」
に
よ
っ
て
安
閑
・
宣
化
の
治
世
が
認
め
ら
れ
た
)
の
前
代
に
、
御
名
代
を
冠
し
た
X
部
舎
人
を
加
上
、
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
清
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
一
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
八
寧
紀
の
三
種
白
髪
部
の
検
討
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
白
髪
部
靱
負
の
背
景
に
は
上
記
し
た
「刑
部
靱
部
」
の
場
合
と
同
様
に
、
靱
負
・
靱
負
部
の
御
名
代
へ
の
再
編
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
白
髪
部
靱
負
の
表
現
に
合
わ
せ
て
、
舎
人
が
同
じ
東
国
ゆ
か
り
の
膳
夫
(筆
者
は
稲
荷
山
鉄
剣
の
杖
刀
人
首
ヲ
ワ
ケ
臣
を
膳
氏
と
推
定
す
る
)
と
と
も
に
併
記
さ
れ
る
意
味
、
そ
し
て
清
寧
の
和
風
誰
号
に
安
閑
・宣
化
と
同
じ
く
指
標
の
ク
ニ
オ
シ
が
配
さ
れ
る
意
味
は
、
以
下
で
述
べ
る
欽
明
の
金
刺
舎
人
・金
刺
舎
人
部
と
そ
の
宮
号
の
検
討
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
戦
負
・
戦
負
部
が
御
名
代
に
再
編
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
舎
人
・
舎
人
部
は
「大
和
国
家
の
軍
事
的
基
礎
」
と
し
て
欽
明
以
降
も
推
古
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
宮
号
舎
人
と
し
て
一
括
さ
れ
が
ち
だ
が
、
欽
明
の
金
刺
舎
人
・金
刺
舎
人
部
の
場
合
は
冠
さ
れ
る
宮
号
の
性
格
が
、
安
閑
・
宣
化
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
記
紀
の
伝
え
る
宮
号
は
宮
所
在
の
地
名
+
宮
の
形
容
句
で
構
成
さ
れ
る
が
、
本
来
は
最
初
の
地
名
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
稲
荷
山
鉄
剣
の
「斯
鬼
宮
」、
雄
略
記
の
長
谷
部
舎
人
の
事
例
で
明
ら
か
だ
ろ
う
(欽
明
記
は
師
木
嶋
大
宮
と
の
み
伝
え
る
)。
安
閑
・
宣
化
の
宮
号
舎
人
は
最
初
の
地
名
(勾
と
檜
隈
)
を
冠
す
る
の
に
対
し
て
、
欽
明
の
金
刺
は
宮
の
形
容
句
の
方
で
あ
る
。
宮
所
在
の
地
名
で
は
な
い
金
刺
は
、
靱
の
装
備
に
か
か
わ
る
形
容
句
(金
筈
か
)
と
し
て
靱
負
軍
か
ら
受
け
つ
い
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
欽
明
の
宮
号
舎
人
の
場
合
は
舎
人
の
金
刺
か
ら
、
逆
に
金
刺
を
取
り
こ
ん
で
書
紀
の
磯
城
嶋
金
刺
宮
と
い
う
宮
号
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
の
西
国
靱
負
と
新
た
な
東
国
舎
人
の
両
方
に
か
か
わ
る
金
刺
を
欽
明
の
宮
号
に
取
り
こ
ん
だ
こ
と
の
意
味
は
、
統
合
さ
れ
た
王
権
-ー
欽
明
の
東
国
・
西
国
に
わ
た
る
治
天
下
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
倭
王
武
が
上
表
文
で
述
べ
る
倭
国
の
東
・
西
、
そ
れ
に
照
応
す
る
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
治
天
下
(仮
1
借
り
物
の
漢
語
)
は
、
王
権
の
分
裂
と
統
合
を
経
た
欽
明
朝
で
は
じ
め
て
自
前
の
治
天
下
と
し
て
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る
の
が
ク
ニ
オ
シ
の
日
本
語
で
あ
る
。
安
閑
・
宣
化
の
和
風
詮
号
に
ク
ニ
オ
シ
が
配
さ
れ
、
欽
明
の
和
風
詮
号
に
お
い
て
は
ク
ニ
オ
シ
の
前
に
(そ
の
上
位
に
)
ア
メ
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
四
推
古
朝
に
お
け
る
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
以
後
の
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
前
節
で
確
認
し
た
二
つ
の
指
標
ア
メ
と
ク
ニ
オ
シ
の
展
開
を
二
つ
な
が
ら
に
知
り
う
る
同
時
代
史
料
は
階
書
で
あ
る
。
六
〇
〇
年
に
遣
使
し
た
倭
王
に
つ
い
て
階
書
は
「姓
は
阿
毎
、
字
は
多
利
思
北
(比
)
孤
」
と
伝
え
て
い
る
。
中
国
流
の
姓
を
前
提
と
し
て
姓
と
字
に
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
一
つ
の
日
本
語
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
欽
明
の
和
風
認
号
で
確
認
さ
れ
た
治
天
下
1ー
ク
ニ
オ
シ
の
ア
メ
を
体
現
し
て
、
ク
ニ
オ
シ
(ク
ニ
の
統
治
)
の
た
め
に
ア
メ
か
ら
下
っ
て
く
る
存
在
ヒ
コ
が
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
そ
れ
は
漢
語
の
治
天
下
の
意
訳
な
の
で
あ
る
。
治
天
下
の
正
当
性
と
し
て
の
理
念
ア
メ
が
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
存
在
に
体
現
さ
れ
る
事
態
は
、
治
天
下
の
正
当
性
が
特
定
の
存
在
(ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
ー
ア
メ
の
王
系
)
に
収
敏
さ
れ
、
正
統
性
に
転
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
天
皇
号
成
立
の
起
点
と
な
る
こ
と
は
前
稿
「天
皇
の
成
立
に
つ
い
て
」
で
提
示
し
た
。
こ
こ
で
は
後
文
(孝
安
の
和
風
詮
号
)
と
の
関
連
で
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
か
ら
ア
メ
と
ク
ニ
の
両
極
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
マ
ツ
ヒ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
和
風
詮
号
が
先
ず
も
っ
て
成
立
、
そ
の
後
に
ヤ
マ
ト
ネ
コ
が
成
立
す
る
と
い
う
和
風
詮
号
の
成
立
式
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。
一
方
の
ク
ニ
オ
シ
に
つ
い
て
も
階
書
は
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
に
か
か
わ
る
内
容
を
伝
え
て
お
り
、
こ
の
対
応
は
、
ア
メ
の
王
系
・
王
権
の
発
展
を
支
え
た
も
の
が
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
で
あ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
で
は
筆
者
の
言
う
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
と
は
、
階
書
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
。
一
九
五
一
年
の
井
上
光
貞
「国
造
制
の
成
立
」
は
階
書
の
記
述
に
よ
っ
て
上
・
下
二
段
階
の
地
方
支
配
組
織
と
し
て
の
国
・
県
制
の
成
立
を
論
じ
た
も
の
だ
が
、
階
書
が
伝
え
る
の
は
あ
く
ま
で
軍
尼
(ク
ニ
)
と
伊
那
翼
(イ
ナ
ギ
)
で
あ
る
。
井
上
説
以
前
に
イ
ナ
ギ
を
日
本
語
の
稲
置
に
当
て
、孝
徳
紀
の
東
国
国
司
詔
に
み
え
る
「県
稲
置
」
に
ふ
ら
れ
た
古
訓
コ
ホ
リ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
イ
ナ
ギ
の
県
1ー
コ
ホ
リ
と
し
て
、
上
・
下
二
段
階
の
ク
ニ
ー
コ
ホ
リ
(国
-
県
)
の
制
を
論
じ
て
い
た
の
は
中
田
薫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
ー
県
(国
造
-
稲
置
)
の
理
解
は
、
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
一
九
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
=
一月
二
〇
皇
后
に
礼
を
失
し
た
闘
鶏
国
造
が
国
造
の
姓
を
稲
置
に
落
と
さ
れ
た
と
い
う
允
恭
紀
の
所
伝
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
る
。
し
か
し
漢
字
の
県
に
対
応
す
る
日
本
語
は
一
つ
で
は
な
く
、
よ
く
知
ら
れ
た
ア
ガ
タ
と
コ
ホ
リ
の
両
訓
が
あ
る
。
ア
ガ
タ
は
県
主
の
県
で
あ
り
、
こ
の
県
主
と
区
別
さ
れ
る
稲
置
の
県
は
コ
ホ
リ
と
訓
じ
ら
れ
る
。
ア
ガ
タ
と
コ
ホ
リ
と
い
う
二
つ
の
県
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
国
県
制
の
存
否
が
論
争
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
名
称
も
性
格
も
違
う
ア
ガ
タ
と
コ
ホ
リ
が
何
故
、
同
一
の
漢
字
・
県
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
意
味
の
取
り
や
す
い
日
本
語
の
県
主
と
稲
置
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
県
主
と
稲
置
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
同
じ
く
タ
ラ
シ
ヒ
コ
三
代
の
担
っ
た
国
家
の
物
語
を
伝
え
な
が
ら
古
事
記
と
日
本
書
紀
で
は
っ
き
り
と
違
っ
て
い
る
。
対
比
・
図
式
的
に
示
せ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
県
主
を
前
面
に
出
す
の
が
古
事
記
で
あ
り
、
日
本
書
紀
で
は
稲
置
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
中
国
の
郡
県
制
(二
段
階
)
を
意
識
し
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
成
務
記
「定
賜
大
国
小
国
之
国
週
、
亦
定
賜
国
国
之
堺
、
及
大
県
小
県
之
圓
翁
」
(稲
置
は
言
及
さ
れ
ず
、
国
造
と
県
主
は
並
立
的
で
あ
る
)
成
務
紀
「令
諸
国
、
立
国
郡
造
長
、
置
県
邑
稲
置
。
並
賜
盾
矛
為
表
。
則
隔
山
河
分
国
県
」
(国
郡
の
造
長
1
国
造
は
県
邑
の
稲
置
と
区
別
さ
れ
、
国
・
県
と
総
括
さ
れ
る
)
こ
の
成
務
記
・
紀
の
相
違
は
前
代
の
景
行
記
・
紀
で
の
皇
子
分
封
の
物
語
の
相
違
で
も
あ
る
。
タ
ラ
シ
ヒ
三
二
代
に
担
わ
れ
る
国
家
の
物
語
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
西
の
征
服
物
語
を
受
け
て
景
行
の
皇
子
分
封
の
物
語
と
な
る
。
景
行
記
「自
其
余
七
十
七
王
者
、
悉
別
賜
国
国
之
国
週
、
亦
和
気
、
及
稠
固
、
圓
蜀
也
」
(国
造
1ー
ワ
ケ
と
稲
置
の
セ
ッ
ト
と
区
別
さ
れ
た
形
で
、
県
主
は
最
後
に
言
及
さ
れ
て
い
る
)
景
行
紀
「七
十
七
余
子
、
皆
封
国
郡
、
各
如
其
国
、
故
当
今
時
、
謂
諸
国
之
別
者
、
即
其
別
王
之
苗
商
焉
」
有
名
な
三
太
子
の
記
述
直
後
に
残
り
の
七
十
七
王
を
分
封
す
る
部
分
を
引
用
し
た
の
は
、
景
行
の
名
の
大
タ
ラ
シ
ヒ
コ
・
オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
意
味
す
る
も
の
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
意
味
は
、
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
後
世
の
和
風
詮
号
の
反
映
と
し
て
史
実
性
を
否
定
す
る
論
法
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
景
行
記
に
い
う
国
造
艮
ワ
ケ
、
紀
の
い
う
諸
国
の
ワ
ケ
(ワ
ケ
王
)
を
説
明
す
る
の
が
分
封
主
体
の
大
タ
ラ
シ
ヒ
コ
に
付
加
さ
れ
た
オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
景
行
記
・
紀
の
引
用
部
分
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(そ
し
て
オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
オ
シ
が
ク
ニ
オ
シ
の
意
味
で
あ
る
こ
と
も
)。
以
上
の
オ
シ
ロ
ワ
ケ
ー-
景
行
の
A
皇
子
分
封
を
受
け
て
、
次
代
の
成
務
"
若
タ
ラ
シ
ピ
コ
の
B
国
造
・
稲
置
の
任
命
(ヨ
サ
シ
)
と
な
る
わ
け
だ
が
、
大
と
若
の
両
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
担
っ
た
A
↓
B
の
文
脈
展
開
が
意
味
す
る
も
の
は
何
か
。
ク
ニ
オ
シ
の
ア
メ
が
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
(B
正
当
性
↓
A
正
統
性
)
と
な
る
歴
史
と
、
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
延
長
上
に
天
皇
号
が
、
そ
し
て
ア
マ
ツ
ヒ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
和
風
詮
号
が
成
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
上
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
天
皇
統
治
の
「明
神
御
宇
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
文
武
即
位
宣
命
に
い
う
A
天
神
の
御
子
↑
正
統
性
)
と
B
天
に
坐
す
神
の
ヨ
サ
シ
(
1
正
当
性
)
の
二
要
件
を
理
解
し
て
き
た
。
「明
神
御
宇
」
の
二
要
件
A
・
B
が
、
神
代
の
天
孫
降
臨
に
お
い
て
A
ア
マ
ツ
ヒ
コ
(天
神
の
御
子
)
が
B
神
勅
(天
に
坐
す
神
の
ヨ
サ
シ
)
に
よ
っ
て
天
下
る
の
と
全
く
同
一
の
論
理
で
あ
る
こ
と
も
前
稿
で
提
示
し
た
(
い
わ
ば
縦
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
・
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
)。
そ
の
意
味
で
は
、
大
↓
若
の
両
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
担
っ
た
A
↓
B
の
文
脈
は
、
天
孫
降
臨
に
照
応
す
る
皇
孫
君
臨
の
物
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
(
い
わ
ば
横
の
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
・
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
)。
景
行
紀
に
は
分
封
さ
れ
た
皇
子
の
一
人
、
伊
予
国
の
御
村
別
の
始
祖
と
し
て
、
武
国
凝
別
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
国
凝
別
の
名
は
円
珍
系
図
で
は
讃
岐
国
因
支
首
の
始
祖
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
傍
線
部
か
ら
読
み
と
ら
れ
る
よ
う
に
御
村
、
因
支
首
(稲
置
の
首
)
を
結
び
つ
け
る
タ
ケ
ク
ニ
コ
リ
ワ
ケ
の
名
に
注
目
し
た
い
。
ク
ニ
コ
リ
ワ
ケ
の
名
は
前
稿
で
注
目
し
た
神
代
の
国
生
み
に
見
え
る
天
の
オ
シ
コ
ロ
ワ
ケ
に
通
ず
る
。
国
生
み
の
物
語
で
自
ず
か
ら
コ
リ
固
ま
っ
た
オ
ノ
コ
ロ
島
に
対
し
て
、
再
度
の
天
神
の
詔
命
に
よ
っ
て
生
み
な
さ
れ
た
大
八
島
国
を
象
徴
す
る
名
が
天
の
オ
シ
コ
ロ
ワ
ケ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ク
ニ
コ
リ
ワ
ケ
の
名
は
国
の
オ
シ
コ
ロ
ワ
ケ
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
ク
ニ
コ
リ
ワ
ケ
の
名
は
ク
ニ
オ
シ
の
意
味
で
あ
り
、
ク
ニ
オ
シ
の
論
理
が
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
ク
ニ
オ
シ
の
村
落
が
、
本
来
の
コ
ホ
リ
簡
稲
置
の
県
で
あ
る
こ
と
を
、
以
下
に
お
い
て
確
認
し
た
い
。
階
書
の
イ
ナ
ギ
を
稲
置
と
理
解
す
る
限
り
、
稲
置
の
県
は
コ
ホ
リ
で
あ
り
、
上
・
下
二
段
階
の
ク
ニ
ー
コ
ホ
リ
(国
造
-
稲
置
)
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
。
問
題
の
焦
点
は
ク
ニ
ー-
国
造
の
領
域
全
体
に
階
書
の
伝
え
る
十
と
い
う
定
数
的
な
稲
置
の
存
在
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
稲
置
が
ク
ニ
の
領
域
全
体
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
後
の
孝
徳
朝
の
評
制
と
、
あ
る
い
は
令
制
下
の
郡
・
里
制
と
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
二
一
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
二
構
造
的
に
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
推
古
朝
に
あ
り
え
た
の
は
ク
ニ
の
領
域
内
に
部
分
的
に
存
在
し
た
コ
ホ
リ
で
あ
る
。
推
古
朝
に
お
い
て
存
在
し
た
コ
ホ
リ
の
実
態
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
コ
ホ
リ
の
イ
ナ
ギ
ー-
稲
置
の
意
味
を
考
え
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
収
穫
し
た
稲
を
収
納
す
る
倉
、
ミ
ヤ
ケ
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
県
の
漢
字
が
二
つ
の
日
本
語
ア
ガ
タ
と
コ
ホ
リ
に
当
て
ら
れ
た
の
と
は
逆
に
、
日
本
語
ミ
ヤ
ケ
に
は
屯
倉
・
屯
宅
・
御
宅
な
ど
の
漢
字
表
記
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
従
来
の
ミ
ヤ
ケ
研
究
で
は
様
々
な
ミ
ヤ
ケ
の
類
型
と
発
展
段
階
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
大
化
前
代
の
国
制
と
し
て
教
科
書
的
に
は
部
民
制
・
屯
倉
制
・
国
造
制
と
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
部
と
ミ
ヤ
ケ
の
関
連
に
つ
い
て
代
表
的
な
の
は
御
名
代
の
部
と
区
別
さ
れ
る
子
代
の
部
に
ミ
ヤ
ケ
の
田
部
を
当
て
る
関
晃
氏
の
所
説
で
あ
る
(「大
化
前
代
に
お
け
る
皇
室
私
有
民
」
)。
こ
の
関
晃
説
に
対
し
て
、
鎌
田
元
一
氏
は
御
名
代
を
子
代
に
置
き
か
え
、
大
化
の
皇
太
子
奏
の
解
釈
か
ら
子
代
の
部
と
ミ
ヤ
ケ
の
一
体
性
を
提
唱
し
た
(「部
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
察
」)。
筆
者
は
上
記
の
X
部
直
ー
X
部
首
l
X
部
と
い
う
部
の
構
造
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
構
造
の
部
を
古
事
記
の
い
う
御
名
代
だ
と
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
御
名
代
の
部
と
一
体
の
村
落
規
模
で
設
定
さ
れ
た
ミ
ヤ
ケ
(風
土
記
の
表
現
で
は
御
宅
)
が
稲
置
の
コ
ホ
リ
の
実
態
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
図
式
化
に
提
示
す
れ
ば
コ
ホ
リ
ー-
稲
置
耗
ミ
ヤ
ケ
で
あ
り
、
さ
ら
に
稲
置
1
首
(前
出
の
因
支
首
)
に
よ
っ
て
X
部
首
、
御
名
代
に
ま
で
到
達
さ
せ
る
の
が
筆
者
の
三
位
一
体
的
理
解
で
あ
る
。
記
紀
に
散
見
さ
れ
る
ミ
ヤ
ケ
の
献
上
記
事
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
政
治
的
理
由
で
ク
ニ
の
領
域
内
で
一
定
の
空
間
が
割
譲
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
労
働
対
象
の
農
地
(御
田
)、
そ
の
耕
作
の
た
め
の
労
働
力
(田
部
)、
そ
し
て
生
産
物
を
収
納
す
る
倉
(御
宅
)
は
一
体
の
三
要
素
で
あ
ろ
う
。
そ
の
空
間
(王
権
に
掌
握
さ
れ
た
村
落
1ー
コ
ホ
リ
)
を
土
地
名
で
ミ
ヤ
ケ
と
し
て
呼
ぶ
一
方
で
、
そ
の
労
働
力
(田
部
)
に
対
し
て
は
宮
号
に
よ
る
御
名
代
の
部
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
え
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
(土
地
名
の
ミ
ヤ
ケ
ー-
在
地
性
に
対
し
て
、
御
名
代
の
部
名
は
ヤ
マ
ト
の
宮
と
の
関
連
性
を
意
味
す
る
)。
記
紀
は
ヤ
マ
ト
ネ
コ
か
ら
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
和
風
詮
号
が
担
う
国
家
的
拡
大
の
史
観
に
よ
っ
て
、
先
ず
倭
の
屯
田
・
田
部
か
ら
始
ま
り
、
次
に
諸
国
の
国
造
・
稲
置
任
命
記
事
を
配
す
る
。
そ
し
て
諸
国
の
国
造
・
稲
置
を
前
提
に
し
た
諸
国
の
御
名
代
か
ら
諸
国
屯
倉
の
拡
大
的
な
設
置
と
い
う
論
理
と
文
脈
で
、
一
体
的
な
三
要
素
を
傾
斜
的
に
配
分
し
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
御
名
代
・
御
宅
・
コ
ホ
リ
を
三
位
一
体
と
見
る
筆
者
の
理
解
を
大
雑
把
に
述
べ
て
き
た
が
、
た
と
え
三
者
が
別
の
制
度
・実
体
で
あ
ろ
う
と
も
、
御
名
代
の
X
部
首
I
X
部
、
ミ
ヤ
ケ
の
御
宅
首
-
田
部
、
コ
ホ
リ
の
稲
置
-
八
十
戸
(後
に
は
五
十
戸
)
が
構
造
的
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
の
が
筆
者
の
意
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
掌
握
さ
れ
た
拠
点
村
落
1ー
コ
ホ
リ
で
あ
っ
て
、
な
お
未
掌
握
で
残
る
村
落
に
お
け
る
村
首
i
部
曲
の
構
造
と
こ
れ
ま
た
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
ク
ニ
"
国
造
の
領
域
内
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
拠
点
村
落
(稲
置
の
コ
ホ
リ
ー-
御
宅
1
御
名
代
)
が
設
定
さ
れ
た
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
村
落
規
模
で
設
定
さ
れ
た
御
名
代
"
御
宅
が
コ
ホ
リ
の
実
態
で
あ
り
、
そ
の
上
の
ク
ニ
u
国
造
は
井
上
光
貞
氏
い
う
と
こ
ろ
の
伴
造
的
国
造
と
し
て
御
名
代
1
御
宅
を
管
掌
し
た
の
が
国
県
制
の
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。
部
分
的
な
国
県
制
(ク
ニ
ー
コ
ホ
リ
)
を
ク
ニ
の
領
域
全
体
に
理
念
的
に
拡
大
、
定
数
化
し
た
も
の
が
階
書
の
伝
え
る
ク
ニ
ー
イ
ナ
ギ
ー
八
〇
戸
だ
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
検
討
は
国
県
制
論
争
の
コ
ホ
リ
か
ら
郡
評
論
争
の
コ
ホ
リ
へ
移
行
す
る
。
推
古
朝
の
青
写
真
に
お
け
る
コ
ホ
リ
の
位
置
を
ク
ニ
の
レ
ベ
ル
ま
で
格
上
げ
・拡
大
し
た
の
は
孝
徳
朝
の
全
面
立
評
(天
下
立
評
)
で
あ
る
。
か
つ
て
の
大
化
改
新
否
定
論
を
批
判
す
る
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
改
新
政
府
の
難
波
長
柄
豊
崎
宮
の
規
模
の
壮
大
さ
が
も
ち
出
さ
れ
る
が
、
皮
肉
に
も
改
新
政
府
の
お
膝
元
か
ら
「戊
辰
年
」
を
記
し
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
干
支
年
(六
四
八
年
)
は
大
化
年
号
で
は
四
年
に
あ
た
る
が
、
改
新
後
四
年
の
時
点
に
お
い
て
、
し
か
も
政
府
の
お
膝
元
で
な
お
大
化
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
大
化
年
号
の
加
上
を
想
定
さ
せ
よ
う
。
「
戊
辰
年
」
木
簡
と
と
も
に
難
波
長
柄
豊
崎
宮
で
出
土
し
た
も
の
に
「凡
国
評
」
と
記
し
た
木
簡
が
あ
る
。
こ
の
凡
は
大
押
の
意
味
で
あ
り
(「大
押
直
」
を
改
め
「
凡
直
」
と
注
し
た
と
い
う
続
紀
延
暦
十
年
九
月
条
)、
し
た
が
っ
て
凡
国
評
は
「大
押
国
評
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
筆
者
が
指
標
と
し
て
注
目
し
て
き
た
ク
ニ
オ
シ
と
語
順
は
違
う
が
、
後
の
平
城
天
皇
の
和
風
詮
号
に
は
ア
メ
オ
シ
ク
ニ
(
推
国
)
と
見
え
、
意
味
は
欽
明
の
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
と
同
じ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「凡
国
評
」
木
簡
の
表
記
か
ら
は
、
ク
ニ
オ
シ
の
拠
点
が
稲
置
の
コ
ホ
リ
で
あ
り
、
そ
の
村
落
規
模
の
コ
ホ
リ
が
か
つ
て
の
ク
ニ
規
模
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
が
新
し
い
コ
ホ
リ
(評
)
だ
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
は
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
二
三
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
四
な
か
ろ
う
か
。
東
国
国
司
詔
の
第
七
条
に
い
う
評
造
の
選
考
で
「国
造
・
伴
造
」
と
並
ん
で
「県
稲
置
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
も
コ
ホ
リ
の
拡
大
(県
↓
評
)
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
コ
ホ
リ
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
そ
の
実
態
だ
っ
た
ミ
ヤ
ケ
も
風
土
記
に
お
け
る
村
落
規
模
の
御
宅
の
表
記
か
ら
拡
大
さ
れ
、
後
の
衙
郡
正
倉
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
屯
倉
の
表
記
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
コ
ホ
リ
の
拡
大
に
よ
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
拠
点
村
落
を
示
す
呼
称
も
コ
ホ
リ
か
ら
サ
ト
に
変
更
さ
れ
、
未
掌
握
村
落
の
村
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
す
る
(以
下
の
行
文
に
お
け
る
サ
ト
と
村
の
用
語
は
、
こ
の
意
味
で
区
別
さ
れ
て
い
る
)。
筆
者
の
言
う
三
位
一
体
で
残
る
御
名
代
は
、
孝
徳
朝
の
全
面
立
評
1ー
コ
ホ
リ
の
拡
大
以
後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
以
上
ま
で
に
述
べ
て
き
た
稲
置
の
コ
ホ
リ
ー-
御
宅
1
御
名
代
の
三
位
一
体
の
論
か
ら
す
れ
ば
、
孝
徳
朝
の
全
面
立
評
と
は
王
権
に
よ
る
村
落
の
掌
握
を
ク
ニ
の
領
域
全
体
に
ま
で
押
し
広
げ
た
も
の
(ま
さ
に
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル
キ
)
と
す
る
理
解
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
未
掌
握
の
村
落
1
部
曲
は
な
く
な
る
わ
け
で
、
ま
さ
し
く
改
新
詔
の
第
一
詔
が
宣
言
す
る
部
曲
廃
止
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
論
理
的
な
結
論
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
実
際
の
歴
史
過
程
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
部
曲
の
廃
止
は
天
武
四
年
に
も
宣
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
化
改
新
肯
定
・
否
定
の
一
大
論
点
は
、
二
つ
の
部
曲
廃
止
記
事
を
如
何
に
理
解
す
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
は
以
後
の
歴
史
過
程
を
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
ト
レ
ー
ス
す
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
も
同
時
代
史
料
の
木
簡
が
大
き
く
も
の
を
言
う
こ
と
に
な
る
。六
四
九
年
か
ら
六
六
四
年
ま
で
用
い
ら
れ
た
冠
位
(大
花
下
・
小
山
上
)
を
記
し
た
木
簡
と
と
も
に
、
「白
髪
部
五
十
戸
」
を
記
し
た
木
簡
が
飛
鳥
京
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
孝
徳
朝
の
全
面
立
評
を
受
け
て
、
あ
る
い
は
同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
御
名
代
H
掌
握
村
落
で
の
五
十
戸
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
御
名
代
を
冠
し
た
サ
ト
を
五
十
戸
で
表
現
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
刀
剣
銘
文
の
冒
頭
年
号
を
先
ず
も
っ
て
「
王
賜
」
と
意
訳
し
た
の
と
同
様
に
、
五
十
戸
を
一
里
と
す
る
戸
令
為
里
条
の
令
意
の
意
訳
と
い
え
よ
う
。
階
書
で
も
八
十
戸
を
管
す
る
イ
ナ
ギ
は
中
国
で
の
里
長
に
当
た
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
稲
置
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
里
長
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
石
神
遺
跡
や
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
新
出
の
木
簡
史
料
で
は
、
サ
ト
の
長
は
五
十
戸
の
造
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
(乙
丑
1
六
六
五
年
と
丁
丑
1
六
七
七
年
)。
サ
ト
の
表
記
が
五
十
戸
か
ら
里
に
な
る
の
は
、
現
時
点
で
の
木
簡
史
料
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
六
八
一
年
～
六
八
七
年
で
あ
る
。
こ
の
期
間
ま
で
は
令
制
の
里
と
里
長
で
は
な
く
、
あ
え
て
意
訳
の
五
十
戸
と
五
十
戸
造
を
用
い
て
い
る
の
は
、
サ
ト
の
造
の
意
味
と
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
新
た
に
編
成
さ
れ
た
五
十
戸
-ー
サ
ト
の
長
が
、か
つ
て
の
掌
握
村
落
コ
ホ
リ
で
の
御
名
代
・御
宅
に
共
通
す
る
首
、
あ
る
い
は
未
掌
握
村
落
で
の
村
首
(村
落
首
長
)
の
首
(こ
れ
は
姓
で
は
な
く
漢
字
本
来
の
意
味
で
の
)
で
も
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
、
筆
者
は
サ
ト
ー-
五
十
戸
の
造
(宮
つ
子
)
を
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
の
指
標
と
し
て
捉
え
た
い
。
領
域
内
の
稲
置
(実
態
は
御
名
代
の
X
部
首
"
御
宅
首
と
筆
者
が
推
定
す
る
)
を
管
掌
し
た
の
は
階
書
の
伝
え
る
ク
ニ
ー-
国
造
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
国
造
の
漢
字
表
記
と
日
本
語
の
ク
ニ
の
ミ
ヤ
ツ
コ
と
は
如
何
な
る
意
味
で
対
応
す
る
も
の
な
の
か
。
筆
者
の
部
民
史
論
の
理
解
で
は
、
大
王
の
宮
に
上
番
、
奉
事
す
る
ト
モ
ー-
宮
つ
子
を
管
掌
す
る
の
が
伴
造
ー
ト
モ
の
ミ
ヤ
ツ
コ
の
意
味
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
生
産
的
ト
モ
場
合
、
在
地
性
の
強
い
首
の
姓
に
対
し
て
、
造
の
姓
は
上
番
す
る
ト
モ
"
宮
つ
子
の
意
味
に
お
い
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
宮
つ
子
に
造
の
字
が
当
て
ら
れ
る
の
も
生
産
的
ト
モ
の
「
…
作
り
」
の
名
称
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
」
と
連
称
さ
れ
る
よ
う
に
伴
造
の
造
ー
宮
つ
子
が
国
造
に
継
承
さ
れ
る
の
が
上
番
・
近
侍
す
る
ト
モ
を
出
す
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
、
い
わ
ゆ
る
伴
造
的
国
造
の
側
面
に
よ
る
も
の
か
は
決
し
が
た
い
が
、
国
造
の
造
は
ク
ニ
に
お
け
る
宮
つ
子
(1
大
王
の
臣
下
)
と
し
て
、
ク
ニ
オ
シ
の
指
標
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
在
地
の
ク
ニ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
造
1
宮
つ
子
の
意
味
が
強
調
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
ク
ニ
の
造
が
拡
大
さ
れ
た
新
た
な
コ
ホ
リ
ー-
評
の
造
に
継
承
さ
れ
た
の
は
当
然
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
評
の
下
の
サ
ト
ー-
五
十
戸
の
造
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ク
ニ
オ
シ
は
サ
ト
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
深
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
草
の
根
の
天
皇
制
と
言
っ
て
も
よ
い
五
十
戸
"
サ
ト
の
造
"
宮
つ
子
が
成
立
し
た
時
期
の
上
限
は
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。
さ
ら
な
る
木
簡
史
料
の
新
出
を
待
つ
べ
き
だ
が
、
仕
丁
制
(五
十
戸
人
の
上
京
)
の
定
着
に
呼
応
し
た
こ
と
だ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。
「白
髪
部
五
十
戸
」
木
簡
が
示
す
よ
う
に
評
制
下
に
お
い
て
御
名
代
の
サ
ト
は
X
部
五
十
戸
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、天
武
四
年
(六
七
五
年
)
の
部
曲
廃
止
に
よ
っ
て
最
終
的
に
掌
握
さ
れ
た
村
落
"
部
曲
は
先
行
す
る
御
名
代
の
X
部
五
十
戸
に
倣
っ
て
五
十
戸
編
成
さ
れ
、
村
首
(村
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
二
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
二
一月
二
六
落
首
長
)
は
五
十
戸
の
造
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と
も
と
が
宮
号
に
よ
っ
て
宮
つ
子
性
を
保
持
し
て
い
る
御
名
代
の
サ
ト
旧
五
十
戸
に
対
し
て
、
新
た
に
五
十
戸
編
成
さ
れ
た
部
曲
の
サ
ト
"
五
十
戸
の
た
め
に
造
(宮
つ
子
)
が
付
さ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
た
い
。
こ
の
部
曲
廃
止
が
天
武
四
年
以
前
の
五
十
戸
造
と
と
も
に
、
孝
徳
朝
の
時
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
改
新
第
一
詔
が
宣
言
す
る
部
曲
廃
止
に
行
き
つ
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
こ
と
の
判
断
は
や
は
り
同
時
代
史
料
、
木
簡
の
新
出
を
待
つ
し
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
現
時
点
の
上
限
は
乙
丑
1
六
六
五
年
で
、
前
年
の
六
六
四
年
に
評
価
の
分
か
れ
る
甲
子
の
宣
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
政
策
変
更
も
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
日
本
的
な
五
十
戸
造
を
経
て
、
サ
ト
の
長
は
令
制
の
里
長
と
な
っ
た
。
拡
大
さ
れ
た
コ
ホ
リ
に
つ
い
て
は
、
評
の
字
が
大
宝
令
文
に
よ
っ
て
郡
の
字
に
代
わ
っ
た
こ
と
が
木
簡
史
料
か
ら
結
論
さ
れ
て
、
か
つ
て
の
郡
評
論
争
は
決
着
し
た
。
国
県
制
論
争
の
検
討
で
確
認
し
た
よ
う
に
日
本
語
ア
ガ
タ
の
県
主
に
こ
だ
わ
る
古
事
記
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
郡
県
の
漢
字
に
こ
だ
わ
る
日
本
書
紀
が
、
古
代
朝
鮮
の
コ
ホ
リ
に
由
来
す
る
評
の
字
を
徹
底
的
に
否
定
し
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
天
武
・
持
統
朝
に
お
け
る
五
十
戸
か
ら
里
へ
の
変
更
は
、
大
宝
令
に
よ
る
評
か
ら
郡
へ
の
変
更
に
先
行
す
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
的
な
五
十
戸
か
ら
里
へ
の
変
更
を
土
台
に
し
て
、
中
国
の
郡
県
制
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
い
え
る
郡
里
制
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
は
拡
大
さ
れ
た
コ
ホ
リ
(評
↓
郡
)
と
コ
ホ
リ
の
造
の
上
に
新
た
な
ク
ニ
が
成
立
、
そ
の
令
制
国
に
は
ク
ニ
の
ミ
コ
ト
モ
チ
、
即
ち
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ー-
天
皇
の
代
弁
者
た
る
国
司
が
都
(万
世
の
宮
)
か
ら
上
級
の
宮
つ
子
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
国
・
郡
・
里
そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯
を
経
た
国
郡
里
制
の
確
立
に
よ
っ
て
、
天
皇
を
君
主
と
頂
く
日
本
の
律
令
国
家
が
成
立
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
国
家
形
成
の
起
点
と
し
て
の
欽
明
朝
を
位
置
づ
け
、
そ
の
和
風
認
号
か
ら
ア
メ
と
ク
ニ
オ
シ
の
指
標
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
ト
レ
ー
ス
し
て
き
た
。
一
方
の
ア
メ
の
展
開
は
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
起
点
と
す
る
天
皇
号
の
成
立
で
あ
る
。
他
方
の
ク
ニ
オ
シ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
指
標
の
宮
つ
子
1
造
に
よ
っ
て
ク
ニ
↓
コ
ホ
リ
↓
サ
ト
と
い
う
ク
ニ
オ
シ
の
深
化
が
確
認
さ
れ
た
。
も
と
も
と
が
ク
ニ
オ
シ
の
ア
メ
と
し
て
一
体
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
経
て
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
天
皇
と
国
郡
里
制
の
律
令
国
家
と
し
て
一
体
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
天
皇
と
律
令
国
家
成
立
の
歴
史
に
対
し
て
、
記
紀
は
天
皇
と
国
家
の
成
立
を
ど
の
よ
う
に
物
語
る
の
か
に
つ
い
て
最
後
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
天
皇
に
つ
い
て
は
ま
さ
に
前
稿
「
天
皇
の
成
立
に
つ
い
て
」
で
論
じ
て
い
る
。
天
皇
の
成
立
を
前
提
に
し
た
国
家
成
立
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
既
に
ヤ
マ
ト
ネ
コ
か
ら
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
和
風
詮
号
が
担
う
国
家
的
拡
大
の
史
観
(
い
わ
ば
ヤ
マ
ト
ネ
コ
史
観
)
と
と
し
て
述
べ
て
お
い
た
。
こ
れ
は
欽
明
の
和
風
詮
号
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル
キ
ヒ
ロ
ニ
ハ
で
残
し
て
い
た
(オ
シ
)
ハ
ル
キ
.
ヒ
ロ
ニ
ハ
の
展
開
で
も
あ
る
。
ク
ニ
を
オ
シ
ハ
ル
ク
(押
し
開
く
)
の
は
タ
ラ
シ
ヒ
コ
三
代
で
あ
る
。
ヒ
ロ
ニ
ハ
は
拡
大
の
中
心
で
あ
り
、
治
天
下
の
中
心
の
宮
、
さ
ら
に
は
中
心
の
ヤ
マ
ト
と
展
開
さ
れ
て
、最
終
的
に
は
ヤ
マ
ト
ネ
コ
三
代
に
体
現
さ
れ
る
。
つ
ま
り
欽
明
の
(オ
シ
)
ハ
ル
キ
.ヒ
ロ
ニ
ハ
は
、
後
に
成
立
す
る
和
風
詮
号
ヤ
マ
ト
ネ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
原
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
前
稿
で
提
示
し
た
天
皇
号
成
立
の
歴
史
的
起
点
は
、
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
治
天
下
、
欽
明
の
ク
ニ
オ
シ
目
ア
メ
、
そ
し
て
推
古
朝
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
で
あ
る
。
こ
の
天
皇
号
の
成
立
と
必
然
的
に
関
連
す
る
の
が
和
風
謡
号
の
成
立
で
あ
る
。
同
じ
推
古
朝
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
基
点
と
し
て
ア
マ
ツ
ヒ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
和
風
詮
号
が
先
ず
も
っ
て
成
立
、
そ
の
後
に
ヤ
マ
ト
ネ
コ
が
成
立
す
る
と
い
う
見
通
し
も
既
に
述
べ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
ヤ
マ
ト
ネ
コ
に
先
行
す
る
と
い
う
和
風
詮
号
の
成
立
論
は
、
逆
に
ヤ
マ
ト
ネ
コ
か
ら
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
和
風
詮
号
が
担
う
国
家
的
拡
大
の
史
観
と
物
語
の
文
脈
を
浮
上
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
成
立
と
文
脈
の
順
序
が
交
錯
す
る
事
態
と
そ
の
意
味
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
ヤ
マ
ト
ネ
コ
三
代
の
直
前
に
配
さ
れ
た
孝
安
と
そ
の
兄
の
御
名
(和
風
謹
号
)
で
あ
る
。
微
妙
な
差
異
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
記
紀
の
漢
字
表
記
を
掲
げ
て
両
者
を
比
較
し
た
い
。
孝
昭
記
(兄
)
天
押
帯
日
子
(孝
安
)
大
倭
帯
日
子
国
押
人
孝
昭
紀
(兄
)
天
足
彦
国
押
人
(孝
安
)
日
本
足
彦
国
押
人
先
ず
孝
昭
記
の
兄
は
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
で
、
推
古
朝
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、
違
い
の
オ
シ
は
縦
方
向
の
天
下
る
の
意
味
を
示
す
た
め
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
兄
と
弟
の
名
の
比
較
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
ク
ニ
オ
シ
の
二
義
性
(縦
↓
横
)
で
あ
る
。
兄
の
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
ア
メ
か
ら
の
タ
ラ
シ
ヒ
コ
(降
臨
)
で
あ
り
、
天
孫
降
臨
後
の
日
向
三
代
に
共
通
す
る
ア
マ
ツ
ヒ
コ
に
通
ず
る
。
孝
安
の
オ
ホ
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
ヤ
マ
ト
か
ら
の
タ
ラ
シ
ヒ
コ
(君
臨
)
で
あ
り
、
こ
の
横
の
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
国
家
的
拡
大
の
中
心
ヤ
マ
ト
ネ
コ
を
前
提
に
し
た
タ
ラ
シ
ヒ
コ
三
代
に
通
ず
る
。
し
た
が
っ
て
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
は
天
皇
の
治
天
下
の
意
味
で
あ
り
、
国
家
形
成
の
指
標
と
日
本
古
代
史
に
お
け
る
画
期
(川
口
)
二
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
八
号
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
八
古
事
記
で
は
天
皇
の
孝
安
に
の
み
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
ニ
オ
シ
を
書
紀
が
兄
の
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
に
ま
で
配
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
の
統
治
の
た
め
に
降
臨
し
た
ア
マ
ツ
ヒ
コ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
兄
弟
の
名
は
、
神
代
と
国
家
の
両
物
語
を
そ
れ
ぞ
れ
担
う
和
風
認
号
ア
マ
ツ
ヒ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
に
対
応
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
換
言
す
れ
ば
、
兄
の
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
神
武
東
征
後
の
天
皇
系
譜
(閾
史
八
代
)
の
前
提
に
は
天
孫
降
臨
後
の
日
向
三
代
の
ア
マ
ツ
ヒ
コ
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
名
で
あ
り
、
孝
安
の
オ
ホ
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
明
ら
か
に
、
ヤ
マ
ト
ネ
コ
か
ら
タ
ラ
シ
ヒ
コ
へ
の
国
家
的
拡
大
を
い
わ
ば
予
告
的
に
先
取
っ
た
名
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
確
認
で
き
る
兄
弟
の
名
が
ヤ
マ
ト
ネ
コ
三
代
の
直
前
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
縦
の
(ア
メ
)
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
横
の
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
つ
な
ぐ
も
の
は
論
理
的
に
中
心
の
ヤ
マ
ト
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
神
代
と
国
家
の
両
物
語
を
結
ぶ
閾
史
八
代
の
系
譜
、
そ
れ
を
総
括
す
る
ヤ
マ
ト
ネ
コ
三
代
は
タ
ラ
シ
ピ
コ
三
代
の
文
脈
的
前
提
に
な
る
。
そ
の
ヤ
マ
ト
ネ
コ
三
代
の
直
前
に
、
ア
マ
ツ
ヒ
コ
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
に
対
応
す
る
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
配
さ
れ
て
い
る
事
態
に
は
、
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
ヤ
マ
ト
ネ
コ
に
先
行
す
る
と
い
う
和
風
誰
号
の
成
立
と
の
調
整
的
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
臆
測
す
る
。
こ
の
臆
測
は
甚
だ
心
も
と
な
い
が
、
最
後
ま
で
ア
メ
"
ク
ニ
オ
シ
の
論
理
を
押
し
通
し
た
と
こ
ろ
で
梱
筆
す
る
次
第
で
あ
る
。
